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新
し
く
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

—

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

織
内
信
彦
名
誉
会
員
の
講
演
か
ら
1

三
月
十
六
日
開
か
れ
た
新
入
会
員
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

、

織
内
信
彦
名
誉

会
員
が
「
日
本
山
岳
会
と
と
も
に
五
十
年
」

と
題
し
て
講
演
し
、
新
し
く
入
会
し
た
会
員

が
稜
極
的
に
会
の
催
し
に
参
加
し
て
ク
ラ
プ

ラ
イ
フ
を
楽
し
む
よ
う
呼
び
か
け
た
。

以
下

は
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

（文
責
1
1
総
務
委
員
会
・
南
川
）

私
の
会
員
番
号
は
一
八
四六
番
で
あ
る
。

皆
さ
ん
も
自
分
の
会
員
番
号
は
は
っ
き
り
と

覚
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
岳
会
の
ク
ラ
ブ
ル
ー

ム
に
入
る
時
に
は

署
名
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ど
こ
の

ク
ラ
プ
も
そ
う
い
う
も
の
で
、
そ
の
時
に
会

員
番
号
も
書
く
も
の
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会

で
も
前
は
書
い
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
頃
は

乱
れ
て
し
ま
い

、

乱
暴
に
名
前
を
杏
き
な

ぐ
っ
て
い
る
も
の
さ
え
見
受
け
る。
入
室
す

る
時
の
サ
イ
ン
で
あ
る
か
ら

、
キ
チ
ン
と
名

前
を
害
い
て
、

会
員
番
号
も
書
く
の
が
本
当

だ
と
思
っ
。

署
名
と
い
え
ば
、

か
れ
こ
れ
二
十
年
ち
か

く
前
、
ロ
ン
ド
ン
で
英
国
山
岳
会
を
訪
ね
た

こ
と
が
あ
る
。
私
が
ビ
ジ
タ
ー
と
し
て
サ
イ

ン
を
し
た
と
こ
ろ

。

秘
書
の
ミ
セ
ス
・

ロ
ン

グ
ラ
ン
ド
さ
ん
が
、

私
が
サ
イ
ン
し
た
サ
イ

ン
帳
の
二
、

三
ペ
ー

ジ
前
を
開
け
て

、

「ご

覧
な
さ
い
」
と
い
う
。

そ
こ
に
は
、
サ
イ
ン

帳
の
中
央
に
「
エ
リ

ザ
ベ
ス
」
と
サ
イ
ン
を
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し
て
あ
り

、

そ
の
ペ
ー
ジ
の
右
下
に
小
さ
く

「
エ
ジ
ン
バ
ラ
」
と
行
い
て
あ
る
。

私
は
大

変
感
激
し
、
許
可
を
得
て
写
真
に
撮
っ
て
き

た
。

も
ち
ろ
ん
女
王
は
ビ
ジ
タ
ー
で
あ
る
が、

日
本
で
は
会
員
で
あ
っ
て
も
皇
族
が
直
接
自

筆
で
サ
イ
ン
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

英
国
の
伝
統
と
と
も
に
、
英
国
山
岳
会
の
権

威
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

私
が
山
岳
会
に
入
会
し
た
の
は
昭
和
十
五

年
だ
っ
た
。

そ
の
時
の
ク
ラ
プ
ル
ー
ム
は
虎

ノ
門
の
交
差
点
脇
の
不
二
屋
ビ
ル
に
あ
り
、

三
階
の
向
い
側
に
は
蝋
山
政
道

、

松
方
―
―一
郎、

松
本
重
治
氏
ら
進
歩
的
な
社
会
経
済
学
者
の

集
ま
り
で
あ
る
東
京
政
治
経
済
研
究
所
が

あ
っ
て
、
格
調
の
高
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い

た
。

日
本
山
岳
会
は
ま
だ
貧
乏
し
て
い
た
か

ら
小
さ
な
部
屋
が
二
つ
あ
る
だ
け
で
、
十
二

＼

三
人
か
集
ま
れ
る
程
度
の
談
話
室
と
「
隣

に
四
＼
五
百
冊
の
本
の
並
ん
だ
図
害
室
が
あ
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長
丁
場
を
乗
り

き

っ

て
永
年
会
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
そ
う
し
た
気
持
ち
の
支

え
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
、
今
に
な
っ
て
思
う
。

小
島
烏
水
さ
ん
に
つ
い
て
少
し
触
れ
る

と
、

「
烏
水
」
と
い
う
雅
号
の
い
わ
れ
は
、

「
鵜

の
真
似
を
す
る
鳥

、

水
に
溺
れ
る
」
と
い
う

言
葉
に
よ
る

、

と
直
接
伺
っ
た
こ
と
か
あ

る
。

岡
野
金
次
郎
氏
と
と
も
に
登
山
者
と
し

て
初
め
て
槍
ヶ
岳
に
登
り
、
や
が
て
ウ
エ
ス

ト
ン
師
と
の
劇
的
な
出
会
い
か
ら
日
本
山
岳

会
の
設
立
と
な
り
、
八
十
五
年
の
輝
か
し
い

歴
史
を
刻
ん
で
き

た
。

さ
て
、
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー

シ
ョ
ン
の
目

的
は
、
新
し
く
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
ク
ラ

プ
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
あ

る
。

日
本
山
岳
会
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
懇

親
を
は
か
る
と

い
う
こ
と

が
、

会
の
重
要
な

目
的
の
一
っ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら

、

会

員
は
そ
の
目
的
に
沿
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
。

ち
か
ご
ろ
会
員
同
士

が
あ
げ
つ
ら
っ
た
り
、

会
員
に
不
快
感
を
あ

た
え
る
よ
う
な

言
動
が
見
え
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
。
い
さ
さ
か
残
念
な
こ
と
で
あ
り
将

来
の
た
め
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ク
ラ
プ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
に
は

、

何
と

い

っ
て
も
会
を
利
用
す
る
こ
と
だ
。

そ
れ
に

は
、
こ

の
頃
は
や
り
の
言
葉
で
い
え
ば
、

ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
が
あ
る
。
ハ
ー

ド
は
ク
ラ

プ
ル
ー
ム
で
、

集
会
室
、

談
話
室
、

約
一
万

冊
の
蔵
書
を
有
す
る
図
内
室
で
あ
る。
上
高

地
に
は
山
岳
研
究
所
と
称
す
る
宿
泊
施
設
が

[
和
絡
⑩
幽

i

「
七
大
陸
最
高
峰
」

~

先
日

、

東
京
で
開
か
れ
た
山
岳
関
係
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

、

興
味

~
深
い
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

~

「
最
初
の
七
大
陸
最
高
峰
登
頂
者
」
と、

カ
ナ
ダ
の
パ
ト
リ
ッ

~
ク

・

モ
ロ
ー
が
名
乗
っ
た
の
に
対
し
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ッ
ク
・

~
ス
が
「
そ
れ
は
私
で
は
な
い
か
」
と
や
ん
わ
り
ク
レ
ー
ム
を
つ
け

~
た
の
だ
。

~
七

大
陸
の
「最
高
峰
」

と
は
ど
こ
と
ど
こ
な
の
か
、

が
問
題

~
だ
っ
た
。

~

エ
ベ
レ
ス
ト
（
八
八
四
八
訳
）
マ
ッ
キ
ン
リ

ー

（
六
一
九
四

~
話
）
ア
コ
ン
カ
グ
ア
（
六
九
六
0
訳
）
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
（
五
八

~
九
五
訳
）
ビ
ン
ソ
ン
・

マ
シ
フ
（
四
八
九
七
訳
）
は
、
問
題
な

~
い
。
ア
ジ
ア
、

北
米
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
南
極
そ
れ
ぞ
れ
の
大

~
陸
に
さ
ら
に
高
い
山
は
な
い
。

~
ヨ

ー
ロ
ッ
。
ハ
大
陸
と
な
る
と
少
し
難
し
い
、
一
応
ソ
連
中
央
力

~
フ
カ
ス
の
エ
リ
プ
ル
ー

ス
（
五
六
四
二
2N
I)
と
ア
ル
プ
ス
の
モ
ン

~
プ
ラ
ン
（
四
八
0
七
話
）
が

、

そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

~

や
や
こ
し
い
の
は

、

オ
セ
ア
ニ
ア
で
あ
る
。

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

~
大
陸
だ
け
を
考
え
れ
コ
ジ
オ
ス
カ
（
二
ニ
三
〇
妍
）
と
い
う
山
に

~
な
る
が
、
モ

ロ
ー
は
違
う
山
を
選
ん
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

~
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
イ
リ
ア
ン
・
ジ
ャ
ヤ
州
の
ジ
ャ
ヤ
蜂
（
五
0
三

~
九
認
）
で
あ
る
。

~

「七
大
陸
」
の
発
想
を
先
に
実
行
し
た
の
は
、
石
油
ビ
ジ
ネ
ス

~
と
ス
キ
ー
場
経
営
に
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
バ
ス
だ
っ
た
。

一九

~
八
三
年
に
計
画
を
ス
タ
ー
ト
、
八
五
年
、
二
度
目
の
ト
ラ
イ
で
エ

~
ベ
レ
ス
ト
に
骰
高
齢
記
録
（
五
五
歳
）
で
登
頂

、

念
願
を
な
し
遂

ま
ど
こ
。

'" 

...............

........ 

げ
た
。

モ
ロ
ー
は
マ

ッ
キ
ン
リ
ー
、

ア
コ
ン
カ
グ
ァ
の
後

、

八
二
年
に

~

工
ベ
レ

ス
ト
に
登
り
、
「七
大
陸
」
を
考
え
た
。
八
六
年
五
月
、

~

ジ
ャ
ヤ
峰
の
カ
ル
ス
ト
ン

・

ビ
ラ
ミ
ッ
ド
に
登
り
、
そ
れ
を
達

~

成
、
ギ
ネ
ス
プ
ッ
ク
に
は
、
こ
ち
ら
が
「
七
大
陸
最
初
の
男
」
と

~

記
録
さ
れ
て
い
る
。

地
図
で
見
る
と

、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
陸
の
ヨ

ー

ク
半
島
と

~

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
は
百
キ
ロ
余
の
海
峡
を
隔
て
る
の
み
で
、
そ
の
最

~

深
部
は
十
訳
足
ら
ず
で
あ
る
。

水
面
下
の
大
陸
を
含
め
れ
ば
、
同

~

じ
大
陸
と
言
え
る
わ
け
で
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
山
と
考
え
ら
れ
た
ら
~

し
い
。

車
で
も
頂
上
近
く
ま
で
行
け
る
「
行
楽
地
」

の
コ
ジ
オ
ス

~

力
と
違
っ
て
、
入
域
許
可
を
得
る
の
も
難
し
い
秘
境
の
山
で
あ
る

~

こ
と
も
、
こ
の
山
の
魅
力
の

一
っ
だ
ろ
う
。

大
陸
と
は
何
か
、
を
考
え
る
と
結
構
難
し
い。
大
体
、
エ
ベ
レ

~

ス
ト
も
エ
リ
プ
ル
ー

ス
も
モ
ン
プ
ラ
ン
も
「
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
」

~

の
名
で
く
く
っ

て
し
ま
え
ば
、

—
つ
の
大
陸
の
は
ず
だ
。

或
い
は

~

逆
に
イ
ン
ド
亜
大
陸
は
地
質
的
に
独
立
し
た
地
形
と
言
え
な
い
こ

~

と
は
な
い
。

「
五
大
陸
最
高
峰
」

を
初
め
て
登
っ
た
の
は
植
村
直
已
だ
っ

~

た
。

南
極
ま
で
は
手
が
出
な
い
ま
ま
彼
は
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
消
え

~

た
が
、

そ
の
後
時
代
は
一
層
進
ん
だ
。

~

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
プ
・

ホ
ー
ル
、

ギ
ャ
リ
ー
・

ボ
ー
ル

~

の
ペ
ア
は
昨
年

「七
ヵ
月
で
七
大
陸
最
高
峰
（
ゴ
ジ
オ
ス
カ
を
含

~

む
）
を
」
と
の
大
胆
な
計
画
を
電
機
会
社
の
応
援
で
ぶ
ち
上
げ

一
~

九
九
0
年
十
二
月
三
日

、

ビ
ン
ソ
ン

・

シ
マ
フ
に
登
一

，

て
そ
れ
を

~

や
っ
て
の
け
た
。

旅
の
山
の
時
代
に
な
っ
た
。

山
．

（江
本
良
嘉
伸
）
＂

の外

:
·
…
…•…
…
海

(2 ) 
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あ
る
。

そ
う
い
う
も
の
を
積
極
的
に
利
用
す

る
こ
と
だ
と
思
う
。

ソ
フ
ト
の
面
で
い
え

ば
、
会
に
は
多
く
の
催
し
が
あ
る
。

毎
年
十

二
月
の
第
一
土
曜
日
に
開
催
す
る
年
次
晩
餐

会
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
集
会
、
講
演
会
、

研
究
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で

あ
る
。

ま
た
、
毎
月
第
三
水
曜
日
に
集
ま
る
三
水

会
、
毎
週
土
曜
日
に
、
雨
に
降
ら
れ
た
山
小

屋
の
無
為
を
楽
し
む
よ
う
な
土
曜
会
な
ど、

年
中
そ
う
い
う
場
所
に
出
て
い
る
と、
自
づ

か
ら
人
目
に
つ
い
て
、
何
か
と
仕
事
を
頼
ま

れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
う
な
る
と

も
う
会
に
の
め
り
込
む
こ
と
に
な
る
わ
け

で
、
私
も
そ
う
い
う
経
過
を
辿
っ
て
い
ろ
ん

な
仕
事
を
や
ら
さ
れ
て
き
た
。

日
本
山
岳
会

ほ
ど
人
使
い
の
荒
い
所
は
な
い
、
一
文
の
報

酬
も
な
く
会
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
き

た
。

そ
れ
は
、
時
と
し
て
楽
し
む
ど
こ
ろ

か
、
苦
し
み
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
プ
を
倶
楽
部

と
書
く
の
は
言
い
得
て
妙
で
あ
る
が
、
会
に

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
合
同
登山
隊

日
中

議
定
書
に
調
印

今
秋

、

未
踏
峰
で
は
世
界
最
高
峰
の
ナ
ム

—— チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
（
南
迦
巴
瓦
峰
1
1

七
七
八
―

―

認
）
初
登
頂
を
目
指
す
日
本
山
岳
会
と
中
国

登
山
協
会
に
よ
る
、
一
九
九
一
年
ナ
ム
チ
ャ

バ
ル
ワ
日
中
合
同
登
山
計
画
の
議
定
書
調
印

式
が
、
五
月

一
日
、
日
中
両
国
代
表
者
が
出

席
し
て
東
京
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

こ
。t
 

調
印
式
で
は
山
田
二
郎
•

本
会
会
長
、
史

占
春
・

中
国
登
山
協
会
主
席
の
両
山
岳
団
体

代
表
と
、
共
催
団
体
代
表
の
清
水
正
夫
・
日

中
友
好
協
会
全
国
本
部
理
事
長
、
水
上
健
也

•

読
売
新
聞
社
副
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
署
名
、

調
印
後
、
伍
紹
祖
・

中
国
国
家
体
育
運
動
委

員
会
主
任
（
ス
ポ
ー
ツ
相
）
、
桜
内
義
雄

・

衆
議
院
議
長
ら
立
ち
会
い
人
を
交
え
て
記
念

撮
影
を
し
、
出
席
者
全
員
で
、
本
隊
の
成
功

を
誓
い
合
っ
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
開
か
れ
た
調
印
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
山
岳
関
係
者
を
中
心
に

約
百
五
十
人
が
出
席
し
、

逢
か
な
チ
ベ
ッ
ト

の
処
女
峰
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
め
り
込
む
と
む
し
ろ
苦
し
い
こ
と
が
多
く

な
っ
て
く
る
。
苦
し
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り
す

る
部
も
、
読
み
よ
う
に
よ
っ
て
は
ク
ラ
プ
で

あ
り
、
日
本
山
岳
会
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ

と
思
え
ば
間
違
い
な
い
。

談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
。

こ
の
議
定
書
調
印
で
今
秋
に
予
定
さ
れ
て

い
る
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
へ
の
日
中
合
同
登

山
計
画
は
正
式
に
決
定
し
た
わ
け
で
、
準
備

活
動
も
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ

の
日
、
正
式
に
日
中
で
同
時
発
表
さ
れ

た
本
隊
登
山
計
画
に
よ
る
と
、
合
同
登
山
隊

は
中
国
・

チ
ベ
ッ
ト

自
治
区
の
ラ
サ
を
経
て

九
月
末
に
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
西
面
の
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
（
標
高
三
五
―-
0訳
）
入
り

、

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
か
っ
て
中
国

隊
が
試
み
た
ナ
イ
プ
ン
・

ル
ー

ト
か
ら
初
登

頂
を
目
指
し
て
挑
戟
す
る
。

頂
上
を
う
か
が
う
登
山
隊
は
、
日
中
双
方

そ
れ
ぞ
れ
六
名
ず
つ
の
少
数
精
鋭
で
、
ナ
イ

プ
ン
峰
頂
上
（
七
0
四
三
妍
）
付
近
の
第
五

キ
ャ
ン
プ

(
C
5
)ま
で
は

、

従
来
の
極
地

法
を
と
り

、

C
5

か
ら
コ
ル
を
経
て
主
峰
に

達
す
る
長
く
、
急
峻
な
主
稜
線
は、
ア
ル
。
ハ

イ
ン
・

ス
タ
イ
ル
で
一
気
に
攻
め
る
予
定。

日
本
側
の
登
山
隊
長
は
重
廣
恒
夫
氏
、
登
攀

隊
長
に
は
高
見
知
成
氏
が
、
中
国
側
も
隊
長

は
サ
ン
ジ
ュ
氏
（
チ
ベ
ッ
ト
）、

登
攀
隊
長

は
陳
建
軍
氏
の
ベ
テ
ラ
ン
が
努
め
る
こ
と
に

な

っ
た
。

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
計
画
の
目
的
は
、
初
登

頂
と
日
中
友
好
促
進
、

登
山
技
術
の
向
上
の

ほ
か
、

日
中
国
交
正
常
化
二
十
周
年
記
念
と

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
と
く
に
中
国
側

関
係
者
は
国
家
的
事
業
と
し
て
力
を
入
れ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
登
山
隊
の
上
部
組
織
と
し
て

総
顧
問

、

名
誉
総
隊
長
、
総
隊
長
、
副
総
隊

長
が
設
け
ら
れ
た
。

ラ
サ
に
設
置
さ
れ
る
指

揮
部
の
任
務
は
、
日
中
双
方
の
総
隊
長（
山

田
二
郎
、
洛
桑
達
瓦
氏
）
と
副
総
隊
長
（
村

木
潤
次
郎
、
王
鳳
桐
氏
）
が
あ
た
る
こ
と
に

な
っ
た
。

日
中
登
山
隊
は
、
昨
秋
実
施
し
た
合
同
偵

察
で
ナ
イ
プ
ン
か
ら
の
ア
タ

ッ
ク
ル
ー
ト
を

確
認
、
重
廣
隊
長
自
身
、
初
登
頂
成
功
へ
の

十
分
な
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
点
は
心
強
い
。

世
界
の
登
山
家
が
注
目
す
る
山
だ
け
に
、

今

回
の
日
中
合
同
隊
の
素
晴
ら
し
い
成
果
が
待

た
れ
る
。

な
お
こ
の
挑
戦
計
画
は
、
中
国
登
山
協

会
、

日
本
山
岳
会
、

日
本
山
岳
協
会
、
日

中

友
好
協
会
全
国
本
部
、
読
売
新
聞
社
の
五
団

体
主
催

、

日
本
放
送
協
会
(
NH
K

)、
外
務

省
、
文
部
省
の
後
援
と
し
て
実
施
さ
れ
る。

（島
田
公
博
）

( 3)  
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当会の年報『山岳』の総合索引を作を大幅に上まわる圧倒的な労力を必要
5 

山一成する作業が大詰にきている。『山岳』とすることになった。このため一編集即の索引は、過去に二回刊行されている委員会のボランティア活動的作業ではが、その二回目からもすでに二十余年手に負えないこととなり、専門出版社認物便が過ぎ、新しい索引を待望する方々がの協力を得ることとして、索引編集と郵種多かった。販売に経験の深い緑蔭書房（社長南里前――回の索引は『山岳』記事の検索知樹氏）に全面的な支援をお願いした。三第に大きな助けとなり、特に『山岳』の第一年第一号から昨年末刊行の第八ように刊行が長い年月にわたり、しか十五年号まで、人名、事項名、山名なもその大半が入手困難という刊行物のど、それぞれをクロスチェックできる場合、索引の存在は絶大な威力を発揮ように編集してあり、出版界の他の総していた。しかし、二回に分かれてい合索引にくらべても遜色のない、最高ること、編集、検索方式が異なることレベルのものができることとなった。などの不便もあったので、『山岳』が第『山岳』編集に長くたずさわり、過八十年号を迎えたのを機会に、綜合版去の索引編集の事情にもくわしい望月として全く新しい構想のもとに編集す達夫名営会員には序文を寄せていただることにした。山岳編集委員会では、いたが、世界のどの山岳会にもない出図書委員会岩渕泰郎氏（東洋大学図書色の総合索引との評価を得ている。館学科）の全面的な協力と指導のもと刊行は五月下旬を予定していたが、に本格的な総合索引をめざすことにし作業が多少遅れているので、正確な刊て、数年来、検討と作業をすすめてき行期日は改めて誌上報告させていただた。『山岳』収録の各事項はもとよく。今度の「総索引」は、各公共図書り、雑報欄の記述にまで目を配って、館、大学図書館などにも購入してもらかつてない詳細・的確・簡便な索引をめうことを予定しているが、一般にも緑ざしたが、そのために、検索やカード蔭書房が販売する。極めて少部数のた
整理は膨大な作業となり、当初の予測め、予価は二万八000円。山岳会会
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森 せ

゜久 年
雄

日
本
山
岳
会
が
所
蔵
す
る
地
図
類
に
関
す

る
紹
介
は
今
ま
で
に

一度
も
行
わ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
資
料
委
員
会
の

資
料
整
理
の

一
環
と
し
て
地
図
類
を
整
理
し

リ
ス
ト
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に

珍
し

い
と
思
わ
れ
る
地
図
の
紹
介
を
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
所
蔵
の

地
図
類
に

つ
い
て
①

児
玉
茂

員
に
は
特
別
割
引
価
格
を
用
意
す
る
。

ま

た
、

各
支
部
に
も
最
低
一
部
を
備
え
て
い
た

だ
く
よ
う
、
手
配
す
る
予
定
で
あ
る
。

長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
て
、
こ
れ
な

く
し
て
日
本
の
山
岳
界
の
動
向
は
知
り
得
な

い
と
い
わ
れ
る
『
山
岳
』
だ
が
、

そ
の
宝
の

山
に
分
け
入
る
た
め
の
基
本
資
料
が
索
引
で

あ
る
。

歴
史
と
、
先
人
た
ち
の
業
績
と
を
正

確
に
振
り
返
っ

て
み
る
こ
と
は
、
新
し
い
時

代
を
め
ざ
す
と
き
の
最
低
の
条
件
の
―
つ
で

あ
る
。
「古
い
書
物
を
読
む
こ
と
は
懐
古
趣
味

で
も
な
け
れ
ば
、
復
古
主
義
で
も
な
い。
今

日
の
山
登
り
を
、
ま
た
自
分
自
身
の
山
登
り

を
、

し

っ

か
り
し
た
基
盤
の
上
に
お
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
」

と
、
か
つ
て

松
方
三
郎
氏
は
書
い
た
。

そ
う
し
た
姿
勢
を

保
ち
つ
づ
け
る
た
め
に
、
今
度
の『
山
岳
総

索
引
』
を
十
二
分
に
活
用
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
、
切
に
お
願
い
す
る
。

な
お
、
リ
ス
ト
は
ペ
ー
ジ
数
の
関
係
で
掲

載
で
き
ま
せ
ん
の
で

、

ご
希
望
の
方
は
事
務

所
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

所
蔵
地
図
を
1

実
測
図
、
2

編
集
図
に
分

け
て
順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
す
。

実
測
図

日
本
の
地
形
図
作
製
の
所
管
は
参
謀
本
部

か
ら
陸
地
測
量
部
、
地
理
調
査
所
、
国
土
地

理
院
へ
と
移
り
、
お
よ
そ
百
十
年
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

現
在
は
二
万
五
千
分

一
地
形
図
が
全
国
を

カ
バ
ー
す
る
基
本
図
で
す
が
、
そ
の
前
は
五

万
分
一
が
そ
れ
に
相
当
し
、
さ
ら
に
そ
の
前

は
二
万
分
一
で
全
国
を
覆
う
と
い
う
計
画
が

）

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
実
測
し
た
基
本

4

図
で
全
国
を
一
刻
も
早
く
覆
う
こ
と
が
こ
の

（

事
業
の
目
的
で
す
が
、
そ
の

一
方
で
必
要
に

応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
可
能
な
地
形
図

の
製
作
を
行
っ

た
た
め
に
様
々
な
種
類
の
地

図
が
残
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

相
模
野
の
基
線
測
量
か
ら
始
ま
っ
た
三
角

測
量
の
開
始
は
明
治
十
五
年
頃
で、

そ
の
測

量
成
果
が
地
形
図
と
し
て
現
れ
る
の
は
「
正

式
二
万
分
一
地
形
図
」
で
明
治
三
十
年
代
で

す
。

こ
の
間
に
「
迅
速
測
図
」

や

「
瑕
製

版
」
二
万
分
一
地
形
図
が
作
製
さ
れ
て
い
ま

す
。

同
じ
く
五
万
分

一地
形
図
の
場
合
に
も

「
迅
速
測
図
」
や
「
個
製
版
」
が
あ
り
、
ニ

万
五
千
分

一
の
「瑕
製
版
」
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
瑕
製
版
」

地
形
図
と
い
う
用
語
は



文
字
通
り
、
後
に
正
式
な
地
形
図
を
作
製
す
れ
て
明
治
四
十
年
代
か
ら
開
始
さ
れ
、
大
正
は
ま
だ

一本
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
謀
本
部

る
前
の

「
仮
り
の
」
と
い
う
意
味
の
他
に、

末
に
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
軍
事
上
の
意
味
系
の
他
に
内
務
省
と
農
商
務
省
そ
し
て
北
海

「
緊
急
の
要
請
」
で
作
っ
た
も
の
や
、
「
測
量
も
あ
っ
て
既
に
作
ら
れ
て
い
た
地
形
図
を
当

道
庁
で
そ
れ
ぞ
れ
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た。

は
未
完
成
」

な
が
ら
出
来
て
い
る
部
分
だ
け
面
瑕
製
版
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す

ー
北
海
内
務
省
地
理
局
は
後
に
参
謀
本
部
に
統
合
さ

で
も
発
行
す
る
（
医
郭
内
に
空
白
部
が
あ
道
は
北
の
辺
境
と
し
て
開
拓
が
計
ら
れ
ま
す
れ
ま
す
が
、
農
商
務
省
は
大
正
年
間
ま
で
独

る
）
、
と
い
う
よ
う
な
異
な
っ
た
意
味
を
が
、
地
形
図
作
製
は
そ
の
た
め
の
基
礎
と
い
自
に
地
形
図
を
作
製
し
て
い
ま
し
た

。

も
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
図
か
う
こ
と
で
明
治
七
年
か
ら
北
海
道
開
拓
使
が
当
時
農
商
務
省
隷
下
に
あ
っ
た
地
質
調
査

ら
判
断
で
き
ま
す
。

お
雇
い
外
国
人
に
依
頼
し
て
三
角
測
量
と
地
所
が

発
行
し
た
地
形
図
は
、
四
十
万
分

一

三
万
分

＿
迅
速
測
図
」
は
関
東
平
野
一
形
測
量
を
行
い
、
そ
の
後
に
北
海
道
庁
地
理
「
大
日
本
豫
察
地
形
図
」
と
二
十
万
分
一

帯
で
明
治
十
三
年
か
ら
十
九
年に
か
け
て
の
課
が
短
時
日
の
う
ち
に
広
大
な
土
地
の
地
形

「
大
日
本地
形
詳
図
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま

短
期
に
図
解
図
根
測
量
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
測
量
（
五
万
分
一
）
を
完
成
し
て
い
ま
す

。

す
。

こ
の
地
圏
群
は
本
来
が
地
質
図
の
た
め

ま
し
た
。

例
え
ば
日
本
山
岳
会
の
あ
る
「
麹
陸
地
測
量
部
は
こ
の
測
量
原
図
を
ベ
ー
ス
に
の
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

町
温
」

や
「
内
藤
新
宿
」

は
明
治
十
三
年
測
明
治

二
十
九
S

三
十
一
年
に
製
版
し
、
修
正
で
、
測
量
原
図
は
五
万
分
一
で
作
ら
れ
ま
し

量
で
当
時
の
様
子
を
知
る
良
い
手
掛
り
に
な
を
加
え
て
発
行
し
た
も
の
で
す

。

日
本
山
岳
た
が

、

当
時
の
地
質
調
査
の
進
展
状
況
か
ら

り
ま
す
。

こ
の
地
図
群
は
今
で
は
希
少
な
歴
会
が
所
蔵
す
る
六
十
一
枚
の
う
ち
、

「
登
別
見
て
も

二
十
万
分
一
よ
り
縮
尺
を
大
き
く
す

史
汽
料
で
す
が
、
日
本
山
岳
会
に
は
ニ―三
岳
」
図
幅
の
よ
う
に
修
正
版
と
は
言
え
全
く
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

。

枚
、
折
れ
目
の
な
い
き
れ
い
な
地
図
が
揃
っ
北
海
道
庁
の
測
量
原
図
そ
の
ま
ま
の
も
の
が
発
行
年
も
明
治
一

＿十
年
代
と
い
う
早
い
時

て
い
ま
す
。

あ
り
ま
す
が
、

他
は
陸
地
測
量
部
に
よ
る
異
期
で
、
縮
尺
は
小
さ
く
と
も
北
海
道
を
除
く

（
財
）
日
本地
図
セ
ン
タ
ー
か
ら
先
頃
こ
の
質
の
地
形
測
量
の
成
果
を
部
分
的
に
モ
ザ
イ日本
全
国
を
カ
バ
ー
し

て
お
り

（
南
は
九
州

旬
地
形
図
の
測
量
原
図
（
原
色刷
）
が
完
全
覆
ク
状
に
は
め
込
ん
だ
珍
妙
な
地
形
図
に
な
っ
ま
で
）
、
地
名
も
豊
富
で
標
高
測
定
も
数
多

認物
刻
さ
れ
た
の
は
興味深
い
こ
と
で
す
。

て
い
ま
す
。

＜
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
も
重
宝
が
ら

同
じ
く
歴
史
資
料
と
し
て
は
明
治
四十
二

北
海
道
庁
が
作
製
し
た
地
形
図
は
、一
般
れ
た
地
図
で
し
た
。

ま
た
こ
の
地
図
群
に
は

便郵種
年
測
図
の
東
京
市
街
地
区
の
「個
製
版
一
万
に
は
二
十
万
分
一
の
「
北
海
道
実
測
切
図」

英
文
版
も
作
ら
れ
て
お
り
日
本
を
訪
れ
た
外

三第
分

一
」
地
形
図

（
二
色刷
）
十
九
枚
が
所
蔵
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
発
行
は
明
治
国
人
に
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
す。

2
0
さ
れ
て
お
り
、

「
二万
分
一
迅
速
測
図
」
か
―

-
+S
三
十
年
代
で
す
。
二
十
万
分
一
の
縮
こ
の
地
質
調
査
所
の
地
形
図
は
先
の
北
海

す
ら
三
十
年
後
の
東
京
の
発
展
ぶ
り
を
う
か
が
尺
と
な
れ
ば
地
形
も
地
名
も
詳
細
で
、
そ
の
道
庁
の
も
の
と
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
地
図
と
言

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

明
る
い
色
調
（
三
色
刷
）
と
と
も
に
大
変
美
え
る
仕
様
で
す
が
、
そ
れ
は
地
質
調
査
所
で

, , 
1

明
治
四
十
年
代
に
発
行
さ
れ
た
「
北
海
道
し
い
地
図
に
な

っ

て
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
地
図
を
作
っ
た
人
が
後
に
北
海
道
庁
で
も
仕

瑕
製
五
万
分
一
」

は
特
殊
な
来
歴
を
持
っ
た
に
は
こ
の

「北
海
道
実
測
切
図
」
全
―
―-＋
二
事
を
し
て
い
る
た
め
で
す
。

3
 

5
 

5
 

地
形
図
と
し
て
注
目
で
き
ま
す
。

陸
地
測
量
枚
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
図
の
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、
参
謀

部
に
よ
る
北
海
道
の
三
角
測
量
は
ず
っ
と
遅
明
治
初
期
に
お
い
て
地
形
図
作
製
の
所
管
本
部
が
行
っ
た
三
角
測
量
の
成
果
を
一
部
で

一

山

岩
本
美
津
雄

一
九
九
0
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け

て
、
和
泉
雅
子
さ
ん
案
内
の

「
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
北
極
圏
ツ
ア
ー
」

に
参
加
、
氷
原
旅
行

八
十
四
歳

北
極
・

グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド

を
行
く
山

d: 
日ロ

ー

続
く
1

利
用
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
明
治
十
三
年

頃
か
ら
「
迅
速
測
図
」

と
同
様
の
方
法
で
東

北
地
方
の
測
量
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が、
迅

速
測
図
」

が
関
東
平
野
に
限
ら
れ
て
い
た
の

に
比
ぺ
山
岳
地
帯
を
含
め
て
「全
国
津
々

浦
々
を
踏
査
・
測
量
し
」
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

「
地
形
詳
図
J

の
第
一
作
目
で
あ
る
「
伊

豆
」
図
幅
（
明
治
十
七
年
発
行
）
の
等
高
線

は
半
円
の
集
合
の
よ
う
な
角
の
あ
る
も
の

で
、
後
の
図
副
の
滑
ら
か
な
曲
線
と
は
随
分

違
い
、
ま
だ
不
器
用
な
感
じ
が
し
ま
す。
翌

十
八
年
に
は
こ
の
地
形
図
の
上
に
地
層
境
界

を
表
示
し
色
を
の
せ
た
「
伊
豆
」
地
質
図
幅

が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

( 5 ) 
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•北極点

レゾリュート

を
体
験
し
ま
し
た
。

出
発
地
点
は
カ
ナ
ダ
最
北
端
の
集
落、
レ

ゾ
リ
ュ
ー
ト
。

北
緯
七
十
五
度
に
位
置
す
る

コ
ー
ン
ウ
オ
リ
島
に
あ
る
集
落
で
、
こ
こ

か

ら
十
五
人
乗
り
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
グ
リー

ン
ラ
ン
ド
に
渡
り
、
地
球
最
北
に
人
が
住
む

シ
オ
ラ
。
ハ
ル
ク
と
い
う二
士
p
ほ
ど
の
エ
ス

キ
モ
ー
の
小
集
落
（
北
緯
七
十
七
度
四
十
七

分
）
ま
で
行
き
ま
し
た
。

滞
在
は
シ
オ
ラ
バ

ル
ク
の
南
約
六
十
ば
の
エ
ス
キ
モ
ー
約
五
百

人
が
集
ま
っ

て
い
た
カ
ナ
ッ
ク
で
し
た
。

こ
の
地
方
一
帯
に
は
、
私
た
ち
が
訪
れ
た

時
、
夜
中
で
も
太
陽
の
沈
ま
な
い
白
鎧
々
た

る
大
自
然
で
あ
り

ま
し
た
。

海
は
氷
原
と

な
っ

て
い
て
、
所
々
に
高
さ
百
財
以
上
に
も

突
き
上
げ
る
氷
山
が
立
ち
並
び
緑
色
に
輝
い

て
い
ま
し
た
。

こ
の
氷
原
を
犬
樽
が
走
る
光

景
の
素
晴
ら
し
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り

で
し
た
。

樽
一台
に
犬
十
二
、
三
匹
。

私
達
は
こ
れ

に
現
地
の
案
内
者
一
人
と
客
二
人
で
乗
り
ま

し
た
。

吹
く
風
は
肌
を
突
き
剌
す
強
い
も
の

で
、
氷
原は
こ
の
強
い
風
に
波
打
っ

て
い
て
、

頑
丈
に
出
来
て
い
る
様
も
、
凍
り
つ
く
氷
原

の
凹
凸
に
打
ち
砕
け
る
か
と
思
っ
ほ
ど
の
衝

撃
を
受
け
な
が
ら
の
旅
に
な
り
ま
し
た。

犬
は
足
が
短
く
頑
強
で
、
案
内
者
の
命
令

通
り
に
集
ま
り
、「伏
せ
」
「走
れ
J
「右
・

左
」

等
の
号
令
を
聞
き
分
け
、
確
実
に
動
き
、
ま

た
、
「
伏
せ」
を
し
て
い
る
時
も
案
内
者
の

次
の
命
令
を
じ
っ
と
待
つ
姿
勢
を
と
り
続

け
、
可
愛
い
目
で
案
内
者
の
顔
を
見
つ
め
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

本
当
に
よ
く
訓
練
さ
れ

て
い
た
の
に
感
心
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、

私
達
に
は
「
絶
対
に
犬
に
近
ず
か
な
い
よ
う

に
」
と
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

エ
ス
キ
モ
ー

の
住
家
は
毛
皮
の
テ
ン
ト
張

り
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
全
部

木
造
家
屋
で
北
欧
の
落
ち
着
い
た
ペ
イ
ン
ト

塗
り
で
し
た
。

北
極
圏
は
立
ち
木
が
全
く
な

い
の
で
、

建
具
は
鯨
の
骨
を
利
用

し
て
い
た
そ
う
で
、
数
ヶ
所
に
遺

品
と
し
て
記
念
に
残
し
て
あ
り
ま

し
た
。

彼
ら
の
集
落
に
は
、
強
力

な
火
力
発
電
機
、
水
道
、
石
油
に

よ
る
暖
房

（室
内
温
度
十
五
度
程

度
）
、
室
内
や
廊
下
に
カ
ー
ペ
ッ

ト
を
敷
き
詰
め
た
小
学
校
、
教

会
、
病
院
、
郵
便
局、

ス
ー
パ
ー

等
々
ま
で
完
備
し
て
お
り
ま
し

こ
。t
 

我
々
（
十
二
名

、

内
四
名
添
乗
員
）
は
、

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
こ
の
地
方
初
の
旅
行
者

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ホ
テ
ル
な
ど
は
な
い
の

で
民
家
三
ヶ
所
に
分
宿
し
、
私
の
班
四
名
は

デ
ン
マ
ー
ク
の
役
人
宿
舎
と
し
て
新
設
し
、

ま
だ
誰
も
住
ん
で
い
な
い
施
設
を
使
わ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た

。

こ
こ
も
暖
房
、
水
道
、

シ
ャ
ワ
ー
室
、

湯
沸
か
し
機
ま
で
完
備
し
て

い
ま
し
た
。

た
だ
ト
イ
レ
は
バ
ケ
ツ
で
、
落

と
し
た
中
身
は
戸
外
へ
放
り
出
せ
ば
途
端
に

凍
る
の
で
す
。

集
め
て
回
る
人
が
い
る
そ
う

で
す
。

食
事
は
エ
ス
キ
モ
ー
の
有
力
者
の
家
で、

料
理
は
奥
さ
ん
が
な
か
な
か
上
等
な
の
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た。
時
々
ア
ザ
ラ
シ
、
セ

イ
ウ
チ

、

鯨
、
イ
ル
カ
、
ジ

ャ
コ
ー
ウ
シ

等
々
の
肉
も
食
べ
ま
し
た
。

な
か
な
か
い
け

る
食
事
で
し
た
。

家
具
調
度
、
額
、
原
書
が

ぎ
っ

し
り
の
書
棚

、

エ
ス
キ
モ
ー

女
性
の

作
っ

た
紫
晴
ら
し
い
細
工
も
の
等
々
飾
っ
て

あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
数
日
は
ホ
テ
ル
と

は
異
な
っ

た
情
愛
の
こ
も

っ
た
日
々
で
し

た
。

主
人
四
十
五
、
六
歳
の
好
人
物
で二

、

三
ヶ
所
で
家
庭
用
品
、
ラ
ジ
オ
、
電
気
製

品
、
銃
等
の
売
店
を
経
営
し
て
お
り
こ
の
集

落
の
有
力
者
の
よ
う
で
し
た
。
ー

続
く

1

――
カ
ラ
バ
タ

ー
ル
便
り山

一九
七
九
年
十
月
小
原
勝
郎
氏
と
二
泊゚

一
九
八
八
年
五
月
四
、
五
日
二
泊
、
三
国
合

• 

• 

• 

同
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
の
無
電
傍
受
目
的

で
K
大
O
B

の
鈴
木
嶋
夫
氏
と
共
に
休
業
中

の
エ
ベ
レ
ス
ト
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
に
泊
る
。

今

回
で
三
回
目
の
宿
泊
。

山
も
宿
も
変
わ
っ
て

い
な
い
。

変
わ
っ

た
の
は
人
間
だ
け
。

ネ

パ
ー

ル
政
治
も

一寸
変
わ
る
。

七
十
一
歳
に
な
っ

て
独
り
で
の
エ
レ
ベ
レ

ス
ト
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
は

、

老
人
の
冷
水
と

冷
笑
さ
れ
る
が
、
笑
へ
ば
笑
へ。
笑
う
J
A

C

の
山
男
の
若
者
も
、
笑
わ
れ
る
日
も
近
い

こ
と
を
知
れ
。

笑
っ

て
、
足
腰
立
た
ぬ
時
は

ど
う
す
る
か
。

歩
け
、
登
れ
、
頑
張
れ。

編
集
宛

（山
本
朋
三
郎
）

—— 
一
九
九
一
年
度
春
の
褒
賞
と
叙
勲
に
際

し
、
次
の
会
員
の
方
々
が、

そ
の
栄
に
浴
し

ま
し
た
。

〈藍
綬
褒
章
〉

＠
沢
村
幸
蔵
氏
（
会員
番
号
六
四
―
二
番
、

本
会
評
議
員
、
日

山
協
副
会
長
）

〈勲
二
等
瑞
宝
章
〉

＠
橋
本
誠
二
氏

（会
員
番
号
二
0
一
八
番
）

本
会
前
北
海
道
支
部
長
、
第三
次
マ

ナ
ス
ル
登
山
先
遣
隊
員
、
北
大
名
誉

教
授
）

春
の
褒
章
と
叙
勲

(6 ) 
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北
岳
（
三
一
九
二2
I
v
i
)

な
ど
を
村
内
に
も

つ
芦
安
村
（
望
月
義
清
村
長
）
で
、
文
久
元

年
（
一
八
六
0
)
の
湯
場
開
場
に
つ
い
て
の

資
料
（
「絵
図
J
な
ら
び
に

「御
届
書
」
）
が

見
つ
か
っ
た
。

同
資
料
（
芦
安
村
役
場
所

蔵
）
に
よ
れ
ば
、
湯
場
、
つ
ま
り
温
泉
の
場

み

だ
い

所
は
御
勅
使
川
の
左
岸
で
あ
っ
た
。

現
在
の

岩
園
館
（
小
林
九
八
氏
）
の
向
う
側
の
川
沿

い
、
そ
の
崖
の
下
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
六
年

、

芦
安
村
に
や
っ
て
き
た

ウ
エ
ス
ト
ン
も

「
翌
朝
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
農

ノ
ド

ク
チ

家
の
点
在
す
る
部
落
を
離
れ
、
喉
ノ
ロ
と
い

う
岩
の
狭
い
路
に
お
り
て
行
っ
た
時
、
村
長

イ
ワ
・
・
、オ
ン
セ
ン

の
建
て
た
、
今
は
岩
見
温
泉
と
い
う
湯
場
を

見
た
。

こ
れ
も
ま
た
、
村
長
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
公
共
心
を
更
に
証
拠
立
て
る
も
の
だ
っ

た
。

鉄
を
含
ん
だ
徴
温
場
が
、
高
い
絶
壁
の

表
面
の
穴
か
ら
出
て
、
竹
の
パ
イ
プ
で
人
工

タ
ン

，

的
に
熱
し
た
湯
舟
に
運
ば
れ
て
い
る
。

こ
の

し
も
て

湯
舟
の
あ
る
建
物
に
、
こ
の
谷
間
の
下
手
に

あ
る
近
隣
の
村
々
の
年
寄
り
連
中
が
滞
在
し

に
来
る
の
で
あ
る
」
（
ウ
エ
ス
ト
ン

『
極
東

の
遊
歩
場
』
）
と
あ
る
。

私
は
村
役
場
の
村
誌
編
纂
事
務
局
（
斎
藤

宏
打
氏
）
を
訪
れ
、
関
係
賓
料
を
拝
借。
こ

れ
に
よ
り
、

現
地
を
尋
ね
た
。

前
掲
の
絵
図

田
畑
真

南
ア
ル
プ
ス
の
村
に

湯
場
開
場
の
資
料
が

に
え
が
か
れ
て
い
る
岩
壁
や
そ
の
上
部
の
樹

木
な
ど
現
在
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る

。
一

三
一
年
も
前
に
え
が
か
れ
た
樹
木
が
同
じ
形

で
現
在
も
成
育
し
て
い
る。
眺
め
て
は
感
動

を
深
く
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
登
山
ガ
イ
ド
・
大
分
百
山
一

1
1

日
本
山
岳
会
一

東
九
州
支
部
編

1
1
1

東
九
州
支
部
で
は
、
支
部
創
立
三
十
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
度
支
部
会

員
の
分
担
執
箪
に
よ
る
『
大
分
百
山
』
を
出

版
し
た
。

大
分
百
山
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
既
に
十

年
前
に
行
わ
れ
、
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
に

発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
来
、
支
部
例

会
山
行
と
し
て
登
り
つ
づ
け
て
、
ふ
る
さ
と

の
山
の
よ
さ
を
見
直
し
て
き
た
。

こ
の
度
の

刊
行
は
、
い
わ
ば
そ
の
集
大
成
と
も
云
え
る

も
の
で
、
こ
れ
を
通
じ
て
支
部
会
員
の
仲
間

と
し
て
の
連
帯
意
識
を
よ
り
強
め
よ
う
と
の

狙
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

大
分
の
山
は
、
標
高
こ
そ
も
の
足
ら
な
い

が
、
山
群
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
、
地
形
や
自
然
に

特
徴
が
あ
り
、
歴
史
に
つ
つ
ま
れ
た
山
並
み

は
、
何
度
登
っ
て
も
興
味
は
つ
き
な
い。

本
書
で
は
、
大
分
の
山
を
十
の
山
群
に
分

け
、
梅
木
支
部
長
自
ら
、
山
群
の
特
徴
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
る
が
、
そ
の
豊
富
な
知
識

と
、
豊
後
国
誌
、
豊
後
風
土
記
、
万
葉
集
な

ど
を
引
用
し
た
概
説
は
、
珠
玉
の
よ
う
に

光
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
読
ん
だ
だ
け
で
も

行
っ
て
み
た
く
な
る
。

大
分
の
山
に
は
、
特
徴
の
あ
る
山
が
多
い。

地
型
的
に
も
、
メ
サ
、
ビ
ュ
ー
ト
、
ト
ロ
イ

デ
と
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
だ
け
で
連
想
さ

れ
る
山
も
多
い
し
、
ミ
ヤ
マ
リ
キ
シ
マ
や
ツ

ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
で
有
名
な
山
も
あ
る。
草

原
の
山
と
し
て
想
い
出
さ
れ
る
山
も
あ
る

し
、
プ
ナ
林
を
は
じ
め
と
す
る
原
生
林
に
恵

ま
れ
た
山
も
多
い
。

一
方
で
は
日
田
杉
と
し

て
造
林
美
で
知
ら
れ
る
津
江
山
群
の
山
も
あ

る
。

天
台
仏
教
、
修
験
道
の
メ
ッ
カ
と
し

て
、
六
郷
満
山
の
名
で
知
ら
れ
る
国
東
半
島

の
山
々
も
あ
る
。

こ
れ
ら
百
山
の
個
々
の
山
に
つ
い
て
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
最
新
情
報
を
も
と
に
正

確
に
記
述
さ
れ
て
お
り

、

ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
と

し
て
は
、
大
い
に
役
立
つ
。

十
年
前
に
自
ら
選
ん
だ
百
山
の
中
、
五
つ

の
山
に
つ
い
て
は
、
登
山
の
見
地
か
ら
見
て

適
当
で
な
い
と
し
て
入
れ
換
え
て
い
る
点
も

評
価
で
き
る
。

か

ん
と
つ
ひ

じ
ゅ

ま
た
、
大
分
の
山
に
は
日
出
山
岳
、
日
出

生
台
、
一
尺
八
寸
山
な
ど
、
難
解
な
も
の
が

多
い
が
、
こ
れ
ら
難
し
い
地
名
、
山
名
に

は
、
す
べ
て
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
の
も
親

切
で
あ
る
。

一
方
携
行
の
便
を
考
え
て
、
小
型
のB
6

版
を
採
用
し
て
い
る
の
も
有
難
い
。

そ
の
た

め
統
一
を
欠
い
て
い
る
地
図
が
、
さ
ら
に
小

さ
く
見
難
く
な
っ
た
の
は
、
止
む
を
得
な
い

か
も
知
れ
な
い
が
残
念
で
あ
る
。

な
お
欲
を
言
え
ば
、
県
外
の
利
用
者
の
た

め
は
、
折
込
み
付
録
の
形
で
、
百
山
の
分
布

を
概
念
医
の
上
で
示
し
て
も
ら
え
る
と
よ

か
っ
た
。

私
は
昭
和
五
十
二
＼
五
十
七
年
に
か
け
、

別
府
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
間

支
部
の
方
々
と
も
、
よ
く
山
行
を
共
に
し
た

つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
の
百
山
の
中
登
っ
た

山
を
数
王
て
み
る
と
、
約
半
分
し
か
登
っ
て

お
ら
ず
、
こ
の
点
が
心
残
り
で
な
ら
な
い
。

本
書
が
早
く
出
て
い
た
ら
と
思
わ
れ
て
な
ら

な
い
。

県
内
や
九
州
在
住
の
方
は
も
と
よ
り
、
百

名
山
愛
好
の
全
国
の
会
員
の
方
々
に
も
、
お

す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
種
の
本
は
、
定
期
的
に
改
訂

版
を
出
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

最
後
に
こ
の

こ
と
を
つ
け
加
え
さ
せ
て
戴
く
。

一
九
九
一
年
一
月
本
会
東
九
州
支
部
刊

B
6

版

二
0
八
頁
定
価
―
―
―
-
0
0円

（
送
料ニ

―
0
円
）
本
会
事
務
局
若
し

く
は
東
九
州
支
部
へ
申
込
め
ば
入
手
で
き

る
。

（松
田
雄
＿
）

(7 ) 
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圧
巻
は
、
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
一
日
の

発
会
式
か
ら
、
平
成
二
年
十
月
二
十

一
日
の

創
立
十
五
周
年
記
念
山
行
“
景
信
山
1

高
尾

山
“

に
至
る
、
三
水
会
例
会
・

現
地
集
会
一

覧
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
物
故
さ
れ
た
方
も
多
い
が
、
そ
の

講
師
の
豪
華
、
多
彩
さ
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。

最
近
、
そ
の
依
頼
に
応
じ
て
、
池
田
昭
二

さ
ん
が
、
遠
く
山
形
か
ら
馳
せ
、
講
師
を
務

め
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
の
他
有
形
、
無
形
の
、

犠
牲
・

奉
仕
と
も
い
え
る
暖
か
い
眼
差
し

が
、
三
水
会
を
こ
こ
ま
で
、
支
え
て
き
た
も

の
と
思
っ゚

三
水
会
十
五
年
の
歩
み
と
い
う
題
字
も
、

元
会
長
・

佐
々
保
雄
名
誉
会
員
が
揮
奄
さ
れ

こ
。t
 本

書
は
、
三
水
会
小
史

、

三
水
会
と
私
、

の
二
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
、
三

水
会
発
足
の
い
き
さ
つ
や
、
恒
例
行
事
と

な
っ
た
現
地
集
会
の
生
い
立
ち
な
ど
が
紹
介

さ
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ

の
三
水
会
と
の
出
会
い
、
結
び
つ
き、

そ
れ

に
ま
つ
わ
る
エ
ビ
ソ
ー
ド
を
記
述
さ
れ
て
い

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
ま
つ
わ
る
話
題
も
豊
富

111111111111111111111111111111111111111111111111 

卸
日
本
山
岳
会
＝

＿水
会

創
立
十
五
周
年
記
念
誌

編
集
委
員
会
編

三
水
会
十
五
年
の
歩
み

111111111111111111111111111111111111111111111111 

面
白
か
っ
た
。

時
問
が
無
駄
に
な
ら
な
い

本
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。

「登
山
史
は
怪
物
だ
」

と
い
う
安
川
茂
雄

氏
の
言
葉
を
著
者
は
引
い
て
い
る
が
、
そ
の

怪
物
を
相
手
に
堂
々
と
取
組
ん
だ
こ
の
本

は
、
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
日
本
の
こ
の
分

野
の
開
拓
に
、
新
し
い

一歩
を
印
し
た
。

日
本
の
登
山
史
を
真
正
面
か
ら
扱
っ

た
本

に
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
山
崎
安
治
氏
と
安

川
茂
雄
氏
に
よ
る
二
著
が
あ
る
。

そ
の
内
容

は
、

著
者
の
布
川
氏
が
序
論
で
的
確
に
伝
え

て
い
る
が
、
登
山
史
に
限
り
ず
す
べ
て
の
歴

史
は
、
筋
道
た
っ
た
表
通
り
か
ら
だ
け
で
は

だ
が
こ
こ
で
は
あ
え
て
問
う
ま
い
。

山
田

l
一
郎
会
長
は
、
三
水
会
創
立
十
五
周

年
を
祝
っ
て
、
と
題
し
、
「
此
の
よ
う
な
ク

ラ
プ
・

ラ
イ
フ
こ
そ
が
、
日
本
山
岳
会
そ
の

も
の
で
あ
る
と
云
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
山
岳
会
そ
の

も
の
に
向
け
、
着
実
に
地
歩
を
固
め
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
し
、
そ
の
意
欲

が
、

十
二
分
に
誌
面
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

平
成
―一年
十
月
十
五
日
曲
日
本
山
岳
会

三
水
会
発
行

A
5

版
本
文
一
四
四
頁

領
価

一
0
0
0
円
（
高

田
置
哉
）

1
1
山
道
具
が
語
る

一
日
本
登
山
史
一

布
川
欣

一
著
-

真
実
も
事
実
も
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
こ
と
が
多
な
る
ほ
ど
に
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
も
の
が
あ
る

い
。

こ
の
点
、
先
行
―
一著
が
意
識
的
に
避
け
の
は
残
念
。

写
真
の
扱
い
も
不
当
な
ほ
ど
に

て
通
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
角
度
か
ら
登
山
小
さ
い
。

写
真
は
、

こ
の
種
の
企
画
で
は
有

の
歴
史
に
取
組
ん
だ
こ
の
企
画
は
、
い
い
試
弁
な
語
り
手
な
の
だ
か
ら
、
こ

れ
で
は
提
供

み
だ
っ
た
。

者
に
も
カ
メ
ラ
マ
ン
に
も
気
の
毒
、
そ
し
て

登
山
は
道
具
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
行
読
者
に
は
無
念
。

少
な
く
と
も
B
5

判
程
度

為
で
あ
る
。

と
い
う
よ
り
も
、
道
具
を
積
極
で
は
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

そ
れ
に
耐
え
る

的
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幅
を
ひ
ろ
だ
け
の
充
分
な
内
容
が
あ
る
の
だ
か
ら

。

げ
、
前
進
す
る
。

エ
作
人
ホ
モ
・

フ
ァ
ベ
ル
一
九
九
一
年
一
月
山
と
渓
谷
社
刊

ニ

と
し
て
の
特
長
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
行

三
0
ペ
ー
ジ
定
価

一
八
0
0
円

為
の
一
っ
が
登
山
と
も
い
え
る
か
ら
、
道
具
（

大
森
久
雄
）

の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。

堀
田
弘
司
氏
の

『
山
へ
の
挑
戦
』
（岩
波
新
書
）
が
面
白
い

の
も
、
こ
の
流
れ
を
捉
え
て
い
る
か
ら
だ。

本
害
の
特
長
は
、
そ
の
「
道
具
」

の
幅
が

広
く
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
「立
山
曼
荼

羅
」

や
播
隆
の
遺
品
、
遭
難
の
メ
モ
、
日
記
、

本
な
ど
も
そ
の
う
ち
に
含
め
て
あ
る
し
、
登

山
道
や
山
小
屋
も
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

柳

宗
悦
の
民
芸
運
動
に
共
鳴
す
る
と
い
う
著
者

の
、
山
を
見
る
広
い
視
野
に
よ
る
も
の
だ
ろ

う
。

そ
し
て
、
信
仰
登
山
の
時
代
か
ら
フ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
現
代
ま
で、

そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
を
つ
く
っ
て
き
た
人
物
や
事
象
か

ら
選
び
出
さ
れ
た
三
十
一
の
「道
具
」
は
、
い

ず
れ
も
実
証
的
な
裏
づ
け
が
あ
っ
て
、
た
の

し
く
安
心
し
て
読
め
る
の
が
あ
り
が
た
い。

雑
誌
連
載
が
も
と
と
い
う
。
著
者
の
手
も

と
に
は
、
こ
の
数
倍
の
資
料
が
あ
る
に
ち
が

い
な
い
。

し
か
し
折
角
の
面
白
さ
な
の
に
、

あ
れ
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
”
り
と
叫
び
た
＜

福
島
由
利
子
編

か
つ
て
、
西
ア
ジ
ア
遠
征
隊
と
称
し
て
共

に
海
外
の
山
に
出
掛
け
た
仲
間
と
久
し
振
り

に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
あ
っ
た。
そ
の
席

で
、
「
あ
れ
か
ら二
十
年
以
上
経
っ
た
ね
」

と
元
隊
長
が
言
っ
た
が
、
も
う
そ
ん
な
に
昔

の
こ
と
か
と
感
慨
深
か
っ
た。

私
た
ち
に
関
西
で
女
性
だ
け
の
山
登
り
を

し
よ
う
と
同
人
組
織
を
発
足
さ
せ
て
い
た
頃

東
京
で
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
人
た
ち

が
い
て
、
女
性
だ
け
の
ク
ラ
プ
を
発
足
さ
せ

た
。

そ
れ
が
久
野
、
田
部
井
さ
ん
た
ち
の
女

子
登
攀
ク
ラ
プ
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
の
ク
ラ

プ
が
二
十
周
年
を
迎
え
て
記
念
誌
を
発
行
し

た
が
、
同
時
代
を
過
ご
し
た
者
と
し
て
興
味

111111111111111111111111111111111111111111111111 

女
子
登
攀
ク
ラ
ブ

の
二
十
年

一
九
六
九
s

一九
九
〇

111111111111111111111111111111111111111111111111 

(8 ) 



深
く
読
ん
だ
。

特
に
前
半
の

「女
子
登
攀
ク

ラ
プ
の
二
十
年
」
は
、
さ
な
が
ら
女
性
登
山

史
を
見
る
思
い
が
す
る
。

私
た
ち
の
先
輩
諸
姉
が
富
士
山
や
北
ア
ル

プ
ス
な
ど
に
第

一歩
を
印
し
た
時
期
を
女
性

登
山
の
開
拓
期
と
す
る
な
ら
ば
、
自
分
た
ち

の
意
志
と
力
で
独
自
の
登
山
を
目
指
し
た
一

九
六
0
年
代
後
半
か
ら
、
女
性
だ
け
の
八
千

”
如
峰
登
頂
に
成
功
し
た
七0
年
代
半
ば
に
か

け
て
は
活
動
期
と
で
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

六
0
年
代
の
半
ば
か
ら
、
男
性
と
共
に

登
っ
て
い
た
女
性
の
間
か
ら
、
テ
ン
ト
キ
ー

パ
ー
や
食
事
当
番
な
ど
の
、
い
わ
ば
裏
方
の

役
割
し
か
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
不
満
を
持

つ
者
が
現
れ
、
そ
れ
を
強
く
意
識
し
た
女
性

た
ち
が
力
を
結
集
し
だ
し
た
。

こ
う
し
た
女

性
た
ち
が
海
外
の
山
に
目
標
を
定
め
る
に

は
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

ま
だ

一炉
三
六
0
円
、
持
ち
出
し
枠
に
も
制

叩
限
が
あ
っ
た時
代
で
あ
る
。

こ
ん
な
時
代
背

景
の
も
と
で
活
動
し
て
き
た
女
子
登
攀
ク
ラ

認物便
プ
の

二
十
年
が
、
世
の
中
の
動
き
と
か
ら
め

郵種
て
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

彼
女
た
ち
の
動
き
は
、
本
書
で
も
述
べ
ら

三第
( 

〇

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
と
さ
ら
声
高
に
「
女

2
 

か

性
の
地
位
向
上
」
を
叫
ば
な
か
っ
た
が

、

素

9
1
朴
な
願
い
か
ら
出
た
行
動
が
、
女
性
の
意
識

改
革
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
は

, 
一

男
性
の
登
山
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
一

3
 

5
 

5
 

つ
の
現
象
で
あ
る。
本
害
を
そ
う
い
う
視
点

で
読
む
と
、

単
に
登
山
と
い
う
狭
い
ジ
ャ
ン

山

久
恵
）

そ
の
風
の
中
に
疇

毎
日
新
聞
社


前
橋
支
局
編
皿

か
つ
て
朝
日
新
聞
前
橋
支
局
編

『
は
る
か

な
尾
瀬
』
（実
業
之
日
本
社
刊
）
が
、
尾
瀬

の
全
貌
を
紹
介
し
た
本
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
た
。

今
度
、
新
版
さ
れ
た
毎
日
新
聞
同
支

局
に
よ
る
こ
の
本
は
、
そ
の
後
の
尾
瀬
を
取

材
し
た
も
の
と
し
て
興
味
ぶ
か
く
読
ん
だ。

ど
ち
ら
も
新
聞
に
長
期
連
載
さ
れ
た
ル
ボ
だ

か
ら
、
版
型
こ
そ
違
え
、
目
次
は
よ
く
似
て

い
る
。

た
だ
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
保

護
と
利
用
の
問
題
が
、
開
山
一
0
0
年
を
迎

尾
瀬

ル
を
越
え
て
女
性
史
の
側
面
を
物
語
っ
て
い

る
と
も
言
を
る
。

後
半
の
海
外
遠
征
の
記
録
で
は
、

す
べ
て

を
自
分
た
ち
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
初
期
の
手
さ
ぐ
り
の
時
代
を
経
て、

円
が
強
く
な
り
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
で
海
外

登
山
が
で
き
る
ま
で
に
社
会
が
変
化
し
て
ゆ

く
中
で
、
海
外
の
山
を
目
指
す
女
性
た
ち
の

意
識
の
変
化
も
う
か
が
え
て
興
味
深
い。
過

ぎ
去
っ
た
二
十
年
と
い
う
歳
月
に
お
い
て
、

女
性
の
社
会
的
な
立
場
に
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
を
こ
の
記
念
誌
は
物
語
っ
て
い

る
。

一
九
九
0
年
十
二
月
女
性
登
攀
ク
ラ
プ

発
行

B
5

版
一
六
六
頁

（泉

えた折も折、入園料に代表されるような大きな論争を呼んだことが、この本では全編の底流となっている。第一章、第二章では、尾瀬の動植物を紹介しながらも、至仏山の荒廃のために消えていくホソバヒナウスユキソ
ウや、繁殖を続ける移入植物のこと、

ウサギや野鳥の保護の陰で天敵キツネ
もまた増えていることなどに触れている。第三章では、忘れられた楽菌アヤー九二0(大正九）年十月三十一日メ平や至仏山のお花畑の危機を取りあに、第一回比叡登山（四十余名）で創げ、目的のないツアーの増加を憂い入立されたのが京都山岳会である。本会園料問題へと導いている。第四章では、の一九0五（明治三十八）年、カナダ山小屋のトイレや汚水処理など直面し山岳会の一九〇六年、一高旅行部の一ている問題、第六章で、尾瀬とかかわ九一三（大正二）年、京大・慶大の一）りのふかい人々を登場させている。九一五年、早大山岳会の一九二0年十，最終章「尾瀬を語る」は「尾瀬の自月と比較して、社会人山岳会の先駆者（然を守る会代表で、尾瀬を守る懇談会としてその七十年にわたる足跡が、こ提言のまとめ役でもあった内海広重氏の一本にも連綿として読み取れる。と弥四郎小屋の橘良一氏との対談であ毎月報「京都山岳」（十頁）が、例る。その中で、山小屋側から地元ヌキ会案内と例会報告に終止して、低山歩の提言に対する反発が出されると、「地きの先入観を与えるのに、本号はカ元には説明する」「説明を受けるのでラー白黒口絵写真七頁に、王山、新青なく、一緒に考えていきたい」という峰、マッキンレー、キナバル、アルプ緊迫したやりとりが目についた。ス・スキー登山、アンデス・プランカ尾瀬をめぐっては、ダムや車道によなど記念例会、個人山行が目白押しでる自然破壊から守ってきたという歴史ある。「京都山岳会のあゆみ年表」的事実がある。では、ここ数年間の論は、つまり京都岳界の歴史でもある。議は何だったのだろうか。この本を読日本アルコウ会、飛弾山岳会、信濃むことは、自らの「尾瀬問題」を反器山岳会など先輩があったとはいえ、現するよい機会になるに違いない。に活躍している会として、日本山岳会
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に
続
く
こ
と
、

本
害
が
戦
中
、
戦
後
の
空
白

を
経
て
、
第
七

一年
七
八
八
号
に
も
及
ん
で

い
る
。

因
み
に
本
会
の
『
山
岳
』
に
あ
や

か
っ
た
会
報
名
は
、

創
立
者
が
J

A
C

の
会

員
だ
っ
た
か
ら
と
聞
い
て
い
る

一九
九
0
年
十
月
二
十
八
日

2
1
x
2
7
屯

一五
五
頁

5
0、

6
0、

7
0周
年
と
会
報
稀

銀
特
製
版
十
部
制
作
発
行
（
阿
部
恒
夫
）

圃

山
岳
ノ
ー

ト

Ill 

藤
本

一
美
著
皿

一
般
の
書
店
に
は
並
ば
な
い
私
家
版
。
著

者
は
埼
玉
県
狭
山
市
に
住
み

、

都
立
高
校
の

地
理
の
教
師
を
務
め
て
い
る
。

副
題
に
「
都

会
か
ら
の
山
及
び
奥
武
蔵・
秩
父
の
山
と
峠

と
里
に
拾
う
」
と
あ
る
よ
う
に
奥
武
蔵
研
究

会
、

日
本
国
際
地
図
学
会
会
員
の
著
者
が
長

年
同
山
域
を
歩
き

、

雑
誌

、

会
報
な
ど
に
執

筆
し
た
も
の
の
幾
編
か
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

著
者
に
は
ほ
か
に
『
展
望
の
山
旅』

『
続
・

展
望
の
山
旅
』
（と
も
に
実
業
之
日

本
社
刊
）
の
編
著
密
が
あ
り、
そ
の
詳
細
な

山
岳
展
望
図
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が、
本

書
に
も
そ
う
し
た
展
望
図
が
多
く
掲
載
さ

れ
、

山
の

。

ハ
ノ
ラ
マ
好
き
に
は
見
の
が
せ
な

い

一
冊
で
あ
る
。

内
容
の
ご
く

一部
を
あ
げ
る
と
「
伊
豆
ケ

岳
か
ら
の
。
ハ
ノ
ラ
マ
」「
ダ
イ
ダ
イ
坊
の
足

跡
伝
説
」
「白
谷
沢
水
系
滝
名
考
」
「棒
の
折

周
辺
山
稜
誌
」
「
秩
父
盆
地
第
三
系
の
低
山

中
田

南
極
点
に
は
ア
ム
ン
セ
ン
が
先
に
到
達
し

た
が
、
記
録
の
全
訳
は
ス
コ
ッ
ト
の
方
が
四

年
先
に
出
版
さ
れ
た
。

重
要
な
極
地
文
献
で

あ
る
ス
コ
ッ
ト
の
南
極
探
検
日
誌
が
、
同
じ

ス
コ
ッ
ト
南
極
探
検
日
誌
一

ス
コ
ッ
ト
著
一

修
訳
一

誌
」
「
東
京
の
北
に
見
え
る
山
々
」
な
ど
だ

が
、

と
く
に

「
埼
玉
県
内
の
ゴ
ル
フ
場
乱
開

発
マ
ッ
プ
」
の
一
編
が
お
お
か
た
の
注
目
を

ひ
く

に
違
い
な
い
。

造
成
中

、

計
画
中
を
含

め
て
、
な
ん
と
い
う
数
の
ゴ
ル
フ
場
で
ろ
う

か
。

自
然
破
壊
は
押
し
て
知
る
べ
し
、
で
あ

る
。本

書
出
版
の
も
と
も
と
の
動
機
は
、
伊

豆
ヶ
岳
南
方
に
ゴ
ル
フ
場
計
画
が
も
ち
あ

が
っ
た
り
、
西
武
飯
能
ゴ
ル
フ
場
計
画
を

知
っ
た
た
め
と
聞
く
。

そ
し
て
、
著
者
が
愛

し
歩
き
つ
づ
け
て
き
た
里
山
が
破
壊
さ
れ
る

の
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
里
山
の
佳
さ
の
再
発

見
を
呼
び
か
け
る
目
的
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

い
う
。

そ
の
願
い
が
結
集
し
て
い
る
。

一九
九
0
年
十
月
刊

B
5

版
―
―
六

頁
希
望
す
る
人
は
、
一
八
六

0
円
（
実

費
＋
送
料
）
を
〒
3
5
0
ー

1
3狭
山
市
青
柳
6
3

新
狭
山
ハ
イ
ツ
4

ー

5
0
4
藤
本

一美
あ
て
。

第
二
刷
が
現
在
一
五
0
部
ほ
ど
あ
る
と
い

う
。

本
会
図
書
室
に
も
寄
贈
さ
れ
て
い

る
。
（

横
山
厚
夫
）

訳
者
の
手
で
成
さ
れ
た
。

本
書
は
ス
コ
ッ
ト
の
第
二
次
南
極
探
検
の

日
誌
の
全
訳
で
あ
る。
遺
体
と
と
も
に
発
見

さ
れ
た
日
誌
は
一
九
一
三
年
、
他
の
隊
員
の

記
録
と
と
も
に
二
巻
で
刊
行
さ
れ
た。

日
誌

は
そ
の
第
一巻
で
あ
る
。

家
族
に
あ
て
た
便

り
を
要
所
に
盛
り
込
み
、
状
況
描
写
が
よ
り

詳
し
く
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
、

そ
の
部

分
も
カ
ッ
コ
を
つ
け
て
訳
さ
れ
て
い
る
。

一

九
一
0
年
十
一
月
二
十
六
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
出
発
の
日
か
ら
死
の
直
前
の
一
九
一

二
年
一
二月
二
十
九
日
ま
で
、
一
年
四
ヶ
月
の

記
録
が
克
明
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
人
が
自
分

の
行
動
を
記
録
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。

基
本
文
献
の
価
値
は
、
索
引
の
有
無
と
綿

密
さ
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
。

ス
コ
ッ
ト
は
、

彼
の

一
次
探
検
に
同
行
し
、
そ
の
後
極
点
ま

で
あ
と
一
歩
と
迫
っ
た
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
を
か

な
り
意
識
し
て
い
た
よ
う
だ
。

「
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
」
の
項
で
は
彼
の
南
極

探
検
に
つ
い
て
触
れ
た
頁
を
あ
げ
て
い
る。

一
月
九
日
に
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
の
最
南
点
を
越

え
た
こ
と
が
す
ぐ
調
べ
ら
れ
る
。

人
名
や
重

要
項
目
は
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
小
項
目
が
さ

ら
に
列
記
さ
れ
て
い
て

、

極
地
探
検
事
典
の

趣
さ
え
あ
る
。

訳
者
の
て
い
ね
い
な
仕
事
ぶ

り
と
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

訳
者
は
翻
訳

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る。

「
読
み
や
す
い
訳
に
は
警
戒
ヽ
心
が
わ
く
。

ス
ラ
ス
ラ
訳
し
て
い
る
の
に
は
ご
ま
か
し
が

感
じ
ら
れ
る
。
異
な
る
言
語
だ
か
ら
読
み
に

く
い
所
が
あ
っ
て
当
然
。

意
味
の
通
じ
る
範

囲
で
原
文
の
表
現
を
直
訳
す
る
よ
う
に
努
め

た
。
」と
。

だ
が
、
読
み
に
く
さ
は
全
く
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

音
読
す
れ
ば
す
ぐ
解
る。

単
な
る
探
検
記
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
の

な
か
で
何
を
ど
う
書
く
か
、

と
う
い
う
視
点

を
本
書
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。

記
録
文
学
と

し
て
の
価
値
と
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
ろ

う
。

訳
者
の
全
訳
へ
の
意
欲
と
、
そ
れ
に
応

え
た
出
版
社
に
心
が
動
か
さ
れ
る
。

訳
者
は

現
在
、
ピ
ア
リ
ー

と
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
の
全
訳

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
聞
く
。

今
後
が

た
の
し
み
で
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
ド
ル

フ
ィ
ン
プ
レ
ス
刊
発
売
明
倫
出
版
四

五
四
頁
定
価
四
八

0
0
円（宇

都
木
慎
一
）

一
毘
裔
の
秘
峰
新
青
峰
-

京
都
山
岳
会
一

新
青
峰
登
山
隊
編
-

当
初
チ
ベ
ッ
ト
の
ク
ー

ラ
カ
ン
リ
中
央
峰

が
、
一
九
八
九
年
三
月
五
日
の
ラ
サ
で
の
暴

動
に
よ
り
、
三
月
十
五
日
以
降
入
山
不
可
と

な
っ
た
。

急
拠

、

新
彊
ウ
ィ
グ
ル
自
治
区
と

青
海
省
の
頭
文
字
の
新
青
峰
（し
ん
ち
ん
ほ

う
）
主
峰
六
八
六
〇
悩
に
転
進
が
決
っ
た
。

本
行
は
新
青
峰
登
山
の
公
式
報
告
書
な
の

だ
が
、
遠
藤
京
子
隊
長
に
よ
れ
ば
、
「
五
月

(10) 
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資
料
委
員
会
が
発
足
し
て
四
年
を
経
過
し

た
。

当
初
は
本
会
に
所
属
す
る
山
岳
的
資
料

を
整
理
す
る
だ
け
で
精
一
杯
で
あ
っ
た
が
、

最
近
漸
く
少
し
余
裕
も
出
て
来
て
、
い
ろ
い

ろ
な
資
料
を
収
集
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
来

た
。

今
年
度
は
秩
父
宮
家
は
じ
め
槙
家
や
各

会
員
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
意
義
あ
る
資
料

を
ご
寄
贈
頂
い
た
が
、
そ
の
詳
細
な
受
入
報

告
に
示
め
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
は
、
わ
が
国
の
山
岳
界
を
支

え
て
来
た
諸
先
輩
や
諸
会
員
で
構
成
さ
れ
る

伝
統
的
な
山
岳
会
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
資

料
委
員
会
に
お
い
て
も
、
わ
が
国
の
山
岳
界

と
い
う
、
よ
り
広
い
立
場
に
立
っ
て
、
国
内

的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
的
に
も
鑑
賞
に
耐

え
、
将
来
の
山
岳
界
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

資
料
委
員
会
よ
り

報
告

中
旬
の
異
常
気
象
よ
り
、
高
度
順
化
の
失

敗
」
で
、
五
月
＝
―
十
日
、
第
一
五
峰
ま
で
標

高
差
三
0
2m、

六
ニ
―
0
訊
で
時
間
切
れ
と

な
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
碩
学
、
薬
師
義
美
氏
が

「
未
登
頂
で
翌
年
こ
れ
だ
け
の
報
告
書
を
刊

行
し
た
の
は
立
派
」
と
絶
讃
さ
れ
た
と
の
由
。

一九
九
0
年
九
月
二
十
五
日

2
1x
2
7梵

版
一

ー
ニ
頁
（
カ
ラ
ー

ロ
絵
八
頁
）
表

紙
見
返
し
地
図
ほ
か
三
葉
そ
の
他
参
考

デ
ー
タ
多
数
残
部
僅
少
が
残
念

（阿
部
恒
夫
）
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.......................

....................

............

...

.....
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.......
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......
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~

屑
然
保
護
随
想
〕
が
、
こ
の
と
き
か
ら
、
林
業
と
自
然
保
護
に
つ
い
て
、
よ
り

一層
~

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
今
で
も
考
え
続
け
て
い
る
の
だ
~

~
林
業
と
自
然
保

護
が
、
は

っ

き
り
言
え
る
の
は
、
「
林
業
の
本
質
は
コ
ン
サ
ー
ベ

ー
~

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
正
し
い
林
業
は
自
然
保
護
に
通
じ
る
」
と
い
う
~

~

昭
和
四
十
五
年
か
ら
六
年
の
六
月
だ
っ

た
と
思
う
。

村
井
米
子
こ
と
で
あ
る

。

~
さ
ん
（
故
人
）
か
ら
、
林
野
庁
の
私
の
と
こ
ろ
に
電
話
が
か
か

っ

コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
本
誌
五
三
九
号
で
麦
倉
さ

~

~
て
き
た
。

ん
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

広
い
意
味
の
自
然
保
護
の
概
念
で
、
自

~

~

「
近
ご
ろ
、
さ
っ

ぱ
り
現
わ
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
の
。

い
ま
上
野
然
界
の
相
互
関
係
を
支
配
す
る
法
則
に
従
っ

て
、
自
然
を
調
和
的

~

~
の
松
坂
屋
。

夏
山
相
談
所
よ
。

み
ん
な
い
る
か
ら
出
て
い
ら
っ
し
に
利
用
す
る
と
い
う
も
の
で

、

自
然
資
源
を
正
し
い
手
段
で
管
理

~

~
や
い
」
し

、
保
全
を
は
か
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
奥
地
天
然
林
の
大

~

~

「
み
ん
な
」

と
は
、
相
談
員
と
し
て
上
京
し
て
来
て
い
る
各
地
面
積
皆
伐
は
、
と
て
も
正
し
い
手
段
の
管
理
と
は
い
え
な
い
。

こ

~

~

の
山
小
屋
の
お
や
じ
さ
ん
た
ち
の
こ
と
で
、
私
も
三
十
年
ご
ろ
、
れ
は
林
業
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

~

~
東
北
の
山
を
担
当
し
て
出
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

森
林
資
源
の
良
好
な
管
理
を
め
ざ
す
林
業
は
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
~

~

早
速
顔
を
出
し
た
ら
、
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
、
秩
父
の
A
さ
ん
ン
で
あ
る

。
今
こ
こ
で
、
正
し
い
林
業
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
は
~
）

~
（
甲
武
信
小
屋
？
）
に
た
い
へ
ん
な
見
幕
で
か
み
つ
か
れ
た
。

奥
な
い
が

、

具
体
的
な
例
と
し
て
、
東
大
の
北
海
道
演
習
林
の
森
林

i
l
l

~
秩
父
の
原
生
林
伐
採
は
何
事
か
、
林
野
庁
は
何
を
や
っ

て
い
る
の
施
業
を
あ
げ
た
い

。

こ
こ
で
は
林
道
も
細
か
く
入
り
、
伐
採
も
た

~
（

~
か
、
と
い
うの
で
あ
る
。

村
井
さ
ん
も
朝
日
新
聞
の
「声
」

の
欄
え
ず
行
わ
れ
て
い
る

。

し
か
し
、
自
然
は
み
ご
と
に
保
た
れ
て
い

~

~

に
投
書
し
て
お
ら
れ
た
が
、
国
有
林
の
天
然
林
伐
採
を
非
難
す
る
る
。
“
ド

ロ
亀
先
生
＂
こ
と
高
橋
延
清
元
林
長
の
長
年
に
わ
た
る

~

~
声
が
高
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
林
野
庁
を
代
表
実
績
で
あ
る。

．

~
し
て
怒3
れ
に
行
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
い
い
面
の
皮
だ
っ
た
（

伊
藤
蔽

）

~
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る
よ
う
な
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
ゆ
く
べ
き
管
し
て
頂
い
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

外
国
か
ら
の
来
訪
者
に
と
っ
て
も
、
十
分
意

だ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
将
来
は
や
は
り
こ
れ
ら
を

一
堂
に
義
の
あ
る
も
の
と
な
る
に
違
い
な
い
。

総
合

こ
の
場
合
、
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
集
め
た

「
日
本
山
岳
博
物
館
」
（
仮
称）
が
的
な
山
岳
の
啓
蒙
に
も
な
り
、
次
代
の
ア
ル

れ
ら
資
料
の
展
示
や
保
管
を
行
う
場
所
が
現
首
都
か
そ
の
近
郊
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
が
望
ビ
ニ
ス
ト
に
対
し
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

在
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
ま
し
い

。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
日
山
協
と
か
地
る
、
こ
の
よ
う
な
施
設
を
残
す
こ
と
は
私
達

収
集
資
料
の
大
半
を
、
大
町
山
岳
博
物
館
、
理

学
会
、
文
部
省
そ
の
他
各
学
会
や
各
省
庁
の
義
務
で
さ
え
あ
る
と
感
ぜ
ら
れ
る
。

松
本
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
、
神宮
の
秩
父
宮
記
と
の
共
同
経
営
で
あ

っ

て
も
い
い
が
、
若
し
そ
の
た
め
に
も
、
第

二
に
こ
の
際
、
価
値

念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
、
六
本
木
の
ス
イ
ス
ア
こ
の
よ
う
な
施
設
が
作
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
あ
る
資
料
を
、
そ
れ
ら
が
散
逸
し
て
し
ま
わ

ル
プ
ス
博
物
館
な
ど
に
寄
託
の
上
、
展
示
保
山
岳
愛
好
者
だ
け
で
な
く
、

一般
国
民
や

、

な
い
中
に
本
会
で
集
め
て
お
く
必
要
が
あ



る
。

昨
年
南
極
の
ビ
ン
ソ
ン
マ
シ
フ
に
登
頂
、
義
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
場

゜

六
大
州
の
凡
て
の
最
高
峰
に
立
た
れ
た
田
部
合
、
ま
ず
当
委
員
会
に
情
報
を
伝
え
て
頂
く

2
 

6
 

1

井
淳
子
会
員
は
、
南
極
の
寒
冷
地
で
使
用
し
こ
と
を
お
願
い
し
た
い。
そ
の
際
、
希
望
の

, 
1
9
た
装
備
一
式
を
今
後
余
り
利
用
し
な
い
か
展
示
先
な
ど
あ
れ
ば
併
せ
て
伝
え
て
頂
く
こ

5
3
ら
、
大
町
山
岳
博
物
館
辺
で
展
示
し
て
は
と
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
十
分
考
慮
し
た
寄
託

考
え
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
当
委
員
会
で
は
、
先
が
定
め
ら
れ
、
総
合
的
な
山
岳
的
資
料
の

5
 

山

も
し
一
括
し
て
日
本
山
岳
会
に
寄
贈
し
て
頂
蓄
積
も
実
現
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

叩
け
ば
、
ご
希
望
通
り
大
町
に
寄
託
し
て
同
館
第

三
に
ご
理
解
頂
き
た
い
点
は
、
こ
れ
ま

で
展
示
で
き
る
上
、
将
来
は
日
本
山
岳
博
物
で
予
算
の
裏
付
け
が
な
か
っ
た
た
め
、
収
集

認物便
館
の
貴
重
な
史
的
資
料
に
も
な
る
と
説
明
し
は
専
ら
寄
贈
者
の
ご
厚
意
に
頼
る
ば
か
り
で

郵種
て
、
了
承
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
方
槙
有
恒
元
会
長
が
亡
く
な
ら
れ
た
た
と
え
ば
大
正
初
年
上
高
地
で
写
さ
れ
た

三第

時
、
槙
家
に
対
し
て
当
会
か
ら
資
料
の
提
供
ウ
エ
ス
ト
ン
の
写
真
に
見
ら
れ
る
、
初
代
エ

を
お
願
い
し
た
所
、
大
町
、
松
本
、
ス
イ
ス
ル
ク
の
作
に
な
る
い
わ
ゆ
る
幻
の
ビ
ッ
ケ
ル

博
物
館
か
ら
も
同
様
の
希
望
が
出
さ
れ
て
い
が
何
処
か
の
古
道
具
屋
で
発
見
さ
れ
た
場
合

た
。

そ
こ
で
私
共
は
一
応
当
会
に
配
分
案
を
と
か
、
重
要
な
文
献
や
記
録
が
古
本
屋
の
片

作
る
こ
と
を
任
せ
て
頂
き
、
山
田
会
長
に
も
隅
で
見
つ
か
っ
た
よ
う
な
場
合
、
多
少
の
予

加
わ
っ
て
頂
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
寄
託
原
算
は
支
出
し
て
も
収
集
に
加
え
て
行
き
た
い

案
を
作
成
し
た
。

こ
の
原
案
は
槙
未
亡
人
は
も
の
で
あ
る
。

じ
め
、
大
町
、
松
本
、
ス
イ
ス
で
も
了
承
さ
他
に
も
山
岳
宗
教
に
関
す
る
様
々
な
資
料

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
か
、

明
治
以
来
活
躍
し
て
来
た
山
案
内
人

昨
年
末
の
年
次
晩
餐
会
々
場
で
は
、
秩
父
や
強
力
、
山
宿
の
資
料
な
ど
、
各
地
域
に
埋

宮
殿
下
並
び
槙
有
恒
氏
の
登
山
用
品
の
展
示
も
れ
て
い
る
貴
重
な
記
録
も
、
数
多く
存
在

が
行
わ
れ
、
好
評
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、
何
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

処
か
で
、
何
か
の
特
別
展
が
開
催
さ
れ
る
よ
資
料
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料
も

う
な
場
合
に
も
、
資
料
が

一
括
管
理
さ
れ
て
積
極
的
に
集
め
て
、
日
本
山
岳
博
物
館
の
核

い
れ
ば
、
よ
り
合
理
的
な
展
示
を
行
う
こ
と
と
な
り
得
る
よ
う
な
収
集
に
し
て
行
き
た
い

が
で
き
る
。

と
希
望
し
て
い
る
。

会
員
諸
兄
姉
に
お
か
れ

こ
の
よ
う
な
次
第
な
の
で
、
某
先
輩
な
り
、
て
も
、
こ
れ
ら
の
事
情
も
ご
勘
案
の
上
、
当

某
登
山
隊
、
あ
る
い
は
某
登
山
グ
ル
ー
プ
の
委
員
会
に
対
し
、
で
き
る
だ
け
情
報
を
提
供

用
具
や
記
録
の
中
、
山
岳
的
資
料
と
し
て
意
し
、
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
頂
く
よ
う
、
ご
協

中
川
尚

四
月
十
四
日
新
入
会
員
の
交
流
を
計
る
た

—— め
の
さ
く
ら
ハ
イ
ク
が
、
新
旧
会
員
四
十
六

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
岩
殿
山
に
登
り
ま

し
た
。

岩
殿
山
は
山
梨
県
の
東
部

、

中
央
本
線
の

大
月
駅
の
北
東
に
そ
び
え
立
つ
標
高
六
三
四

材
の
山
で
、
戦
国
時
代
に
天
然
の
要
害
と
利

用
し
て
、
岩
殿
城
が
築
か
れ
た
山
で
す
。

全
員
が
十
時
三
十
分
に
大
月
駅
に
集
合

し
、
四
十
分
頃
か
ら
登
山
口
に
向
か
っ
て
歩

き
始
め
た
。

丁
度
町
で
は
桜
祭
り
を
行
っ
て

お
り
道
に
は
飾
り
付
け
が
し
て
あ

っ
た
。

岩

殿
山
の
岩
壁
と
満
開
の
桜
を
正
面
に
眺
め
な

が
ら
桂
川
に
か
か
る
高
月
橋
を
渡
り
、
坂
を

登
っ
て
行
く
と
登
山
口
に
十
一
時
頃
に
着
い

こ
。

ふ
／

登
山
口
か
ら
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
階
段
を

ジ
ク
ザ
ク
に
登
っ
て
行
く
と
、
中
腹
の
丸
山

公
園
に
で
た
。

こ
こ
は
桜
祭
り
の
会
場
と

な
っ
て
お
り
、
大
勢
の
人
が
満
開
の
桜
を
楽

し
ん
で
い
た
。

さ
ら
に
少
し
登
っ
た
と
こ
ろ

で
ひ
と
休
み
す
る
。

こ
こ
か
ら
は
眼
下
の
山

腹
の
桜
や
真
下
を
流
れ
る
桂
川
や
大
月
の
市

街
が
一
望
に
眺
め
ら
れ
た
。
薄
曇
り
の
た
め

遠
望
は
き
か
な
か
っ
た
が
、
近
く
の
山
々
が

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る。

（中
村
純
二
）

さ

く
ら
ハ
イ
ク

霧
で
霞
ん
で
見
え
た。

こ
こ
か
ら
頂
上
を
目
指
し
十
一
時
三
十
分

頃
に
頂
上
鞍
部
の
馬
場
跡
に
着
く
と、

こ
こ

に
ザ
ッ
ク
を
お
き
、
松
林
の
中
を
頂
上
の
本

丸
跡
ま
で
行
っ

た
あ
と
、
馬
場
跡
に
戻
り
昼

食
を
と
り
な
が
ら
談
笑
に
花
を
咲
か
せ
る
。

食
後
に
藤
井
理
事
の
司
会
で
自
己
紹
介
を
す

る
。

そ
の
際
委
員
会
を
担
当
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
行
事
等
の
説
明
が
あ
り
、
し
め
く

く

り
に
松
田
常
務
理
事
か
ら
今
年
予
定
し
て

い
る
色
々
な
山
行
と
行
事
の
説
明
の
後
「
会

報
を
見
て
、
機
会
あ
る
毎
に
山
行
や
会
合
に

参
加
し
、
仲
間
を
作
り
ク
ラ
プ
ラ
イ
フ
を
楽

し
ん
で
欲
し
い
」
旨
の
話
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
全
員
で
山
の
歌
を
合
唱
し
、
記

）

念
撮
影
を
し
た
。

1
2

一
時
二
十
分
頃
か
ら
、
岩
殿
山
の
山
腹
を
（

巻
き
下
山
し
て
い
く
と
、
ツ
ッ
ジ
の
花
の
紅

紫
色
が
鮮
や
か
で
し
た
。

ま
た
ご
み
を
拾
い

な
が
ら
下
山
す
る
会
員
も
い
ま
し
た。
築
坂

峠
ま
で
急
坂
を
下
り
、
松
林
の
道
を
行
き

、

鎖
場
を
登
る
と
兜
岩
に
出
た
。

さ
ら
に
天
神

山
を
越
え
て
、
浅
利
天
神
の
詞
の
所
で
ひ
と

休
み
す
る
。

こ
こ
か
ら
十
五
分
ほ
ど
で
雉
児

落
し
の
大
岩
壁
の
上
を
通
り
そ
の
西
端
ま
で

行
き
、
振
り
返
る
と
百
状
を
超
す
垂
直
の
岩

壁
が
下
ま
で
見
通
せ
、
岩
殿
山
や
通
っ
て
き

た
尾
根
筋
が
良
く
見
渡
せ
た
。

こ
こ
か
ら
は

急
坂
を
下
り
浅
利
川
に
架
か
っ
て
い
る
橋
を

渡
り
三
時
四
十
分
に
バ
ス
停
に
到
着
し
、
そ

こ
で
解
散
し
た。



〔三
水
会
現
地
集
会
報
告
〕

一房
州
・高
宕山

三
水
会
に
よ
っ
て

、

毎
月
行
わ
れ
て
い
る

現
地
集
会
に
、
三
月
（
二四
九
回
）
は
、
房

州
の
山
・

高
宕
山
（
千
葉
県
）
が
選
ば
れ

た
。

こ
の
山
が
三
月
の
現
地
集
会
の
地
に
定

着
し
て
、
早
や
四
年
目
に
な
る
。

高
宕
山
は
、
標
高
僅
か
三
一
五
話
で
あ
る

が
、
山
深
＜
‘
-
三

一
五
”
い
か
と
間
違
え
る

位
の
高
度
感
が
味
わ
え
る
房
州
を
代
表
す
る

山
で

、

か
つ
て
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
国
体

旬

登
山
の
場
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
山
行
は

、

千
葉
県
在
住
の
岡
野
修
さ

認物侵
ん
が
幹
事
、
勝
田
房
治
さ
ん
が
コ

ー

ス
リ
ー

郵種
ダ
ー
と
な
っ
て
計
画
さ
れ
、
ま
ず
登
山
前
日

の
三
月
一
＿
日
夜、

山
麓
の
三
島
湖
々
畔
に
あ

三第
( 

〇

る
国
民
宿
舎

「清
和
」

で
の
懇
親
会
が
、
賑

2
 

か

ゃ
か
に
開
か
れ
た
。

9
1

翌
三
月
三
日
、
桃
の
節
句
は
無
風
快
晴
に

恵
ま
れ
、
絶
好
の
登
山
日
和
と
な
っ
た。
宿

, 
ー

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
高
宕
山
の
登
山
口
ま
で

3
 

5
 

い
し

5
 

行
き
、
軽
い
準
備
体
操
の
後

、

前
衛
峰
の
石

い
た
ス

5

や
ま

射
太
郎
山
へ
の
登
り
に
か
か
っ
た
。

関
東
ふ

山

そ
う
高
い
山
で
は
な
い
が
急
坂
、

岩
壁
等

変
化
も
あ
り
眺
め
も
良
か
っ
た
。
ま
た
会
員

相
互
の
交
流
も
で
き
、
春
の

一
日
を
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
世
話
頂
い

た
委
員
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す。

（
会
員
番
号
一
〇
七
六
三
）

れあいの道と名付けられたハイキングカーなどに相乗りして、昼過ぎにはチコースを、総勢二十四名、最長老の河セハウスに着き、早速チセヌプリス野幾雄さんを先頭に、約一討の登りをキー場にむかい、リフトを利用して八ゆっくりと登り始めた。例年なら見ら00訳台から西沢林間コースの深雪をれる山桜は、今年は残念ながら未だし何度も滑り降り、山スキーの素晴らしの感じであったが、日だまりには春蘭さを満喫し、とくに遠来の二人は雪のが顔を覗かせて、我々を迎えてくれ軽るさに驚きと満足に浸っていた。タた。石射太郎の鞍部で小休止後、小さ方滑り終えて宿に戻り、今度は温泉にな登り下りの続く楽しい尾根道を、高浸り、とくに辺り二訳はあろうかの雪宕山に向かった。の中の露天風呂で、冷えきった身体を高宕山は山頂部に岩峰を持つ山で、昨年は全国的に異常気象続きで、こ暖め、湯舟に浮かべたビールで喉を潤展望は三六0度遮るものがなく、東はの冬もご多聞にもれず記録を更新してした。清澄に連なる樹林、西は東京湾越しにいた。こちら札幌では降雷量が、なん夜はチセハウス名物の鍋料理と余る三浦半島、富士、丹沢の山々、南にと六切七0にも達し、これは札幌管区程のアルコール類、とくに牧田会員の下っては伊豆天城の山から上総の山気象台開設以来の記録のよう、した持参の小樽ワインと横内会員の函館ヮ）へ、北は石射太郎山から、鹿野山が望がって札幌近郊の山では山スキーの醍インの競飲？に花が咲き、夜の更ける13まれる。頂上下に高宕観音が祭られ、醐味に浸る人で賑わっていた。のも忘れて飲みかつ語らいが続いた。（天平の頃、僧行基の開山と伝えられて北海道支部では、この深雪を存分に翌十七日は前夜のお天気まつりの甲
いる。また、付近一帯は野猿の棲息地滑りまくろうと、三月十六・十七日の斐もなく朝から湿った雪が降り続いて

で、たまに野猿に出会えることもある両日ニセコ山系のチセヌプリ（標高一楽しみのスキーツアーを危ぶんでいた
と聞く。十時半過ぎ、高宕観音に着一三四認）の春山スキーツアーを募っが、みんなは黙々とスキーシールを貼き、少し早いが昼食休憩となった。たところ二十三名の会貝および入会希るもの、ヤッケに着込むもの、やがて二坪ばかりの岩峰の高宕山頂に、二望者の方々の参加申し込みを受け、宿予定通りリフトの運転開始の九時には十四名全員が立ち、景観を楽しんだ後、を昨年ご他界された織笠巌氏の経営出発が出来た。リフトの中途で濃いガ下山にかかった。だらだらした尾根道するチセハウスに予約した。参加者のスの中に入ってしまい、リフトを降りを八郎塚の鞍部を経て三討ばかりくだ中には、遠く関西支部から久保三朗・て支部青年部の岩佐会員のラッセルのり、奥畑の集落に下りて、午後二時、阪下悦子のお二人も見えることにな後についてチセヌプリに向かった。今回の山行を無事終了した。り、北海道支部特有の用意万端を整え八五0認のアメダス観測ポイントを参加者乾能尚、岡野修、片岡博、勝た。過ぎると数絣先はホワイトアウト、長田房治、河合文恒、川上光久、菊池文十六日は朝からどんよりとした曇り谷川会員がデボ布を厚く付けながら進雄、木村俊博、河野幾雄、斉藤健治、空でしたが、参加者それぞれがマイむ、やがてどこえ進んでいるのか分か
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1[
[〗国
由
出

―
―
秋
田
支
部
総
会

・山行
報
告

1
9
十
歳
を
ト
ッ
プ
に

一行
十
五
名
は
チ
セ
ヌ
プ

5
3
リ
頂
上
に
達
し
た
の
は
予
定
ど
お
り
の
十一

平
成
三
年
度
の
秋
田
支
部
総
会
は
、
去
る

5
 
時
、
さ
す
が
山
や
の
集
団
だ
、
頂
上
で
は
缶
四
月
十
三
日
午
後
五
時
五
十
分
よ
り
、
田
沢

U

ビ
ー
ル
で
乾
杯
の
あ
と
そ
う
そ
う
に
シ
ー
ル
高
原
の
水
沢
温
泉
「
こ
が
ね
荘
」
に
お
い
て

ヽ
ノ可
を
外
し
て
下
山
と
な
る
。

会
員
十
四
名
（非
会
員
を
含
む
）
出
席
の
も

下
り
は
先
ほ
ど
上
が
っ
て
来
た
シ
ュ
プ
ー
と
に
開
催
さ
れ
た。
主
な
る
内
容
は
次
の
通

認物便
ル
は
も
う
消
え
て
い
て
見
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
り
。

郵種
が
見
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
か
た
ま
っ
て

0
平
成
二
年
度
事
業
報
告

三第
降
り
る
が
、
深
い
新
雪
が
ほ
ど
よ
い
プ
レ
ー

0
平
成
二
年
度
決
算
監
査
報
告

( 

キ
に
な
っ
て
快
調
に
ア
メ
ダ
ス
ポ
イ
ン
ト
ま

0
平
成
三
年
度
事
業
計
画

で
下
が
れ
た
。

こ
れ
よ
り
下
は
雪
質
が
変
山
行
（
春

・

山
谷
薬
師
と
貝
吹
岳
、
夏
・

わ
っ
て
い
て
ス
キ
ー
に
雪
が
付
い
て
難
渋
し
皮
投
岳
と
俎
山
、
秋
・

金
峰
山
と
奥
宮
岳
）
、

な
が
ら
も
全
員
無
事
に
正
午
過
ぎ
に
チ
セ
ハ
婦
人
懇
談
会
共
催
山
行
（
秋
・

ニ
ッ
森
と
呉

ウ
ス
に
着
き
、
改
め
で
残
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
瀬
岳
）
、
会
報
発
行
二
回
、
そ
の
他
。

で
登
頂
を
祝
い
あ
っ
た
。

0
平
成
三
年
度
予
算
案

さ
ら
に
関
西
の
二
人
か
ら
は
、
翌
十
八
日
、
二
十

三
万
円
（
年
会
費
千
円
＋
本
会
還
元

新
見
温
泉
か
ら
目
国
内
岳
を
往
復
し
快
晴
の
金
で
運
営
）

中
に
シ
ュ
プ
ー

ル
を
記
し
て
来
た
む
ね
と
、

0
支
部
会
員
確
認

北
海
道
支
部
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
便
り
が
五
十
五
名
（
新
入
会
員
―
―
―
名
、
死
亡
一
名
）

あ
っ
た
。

以
上
承
認
さ
れ
続
い
て
役
員
改
選
（
委
員

参
加
者

石
井
忠
雄
、
石
崎
貞
子
、
岩
佐
敏

・

監
事
）
、
そ
し
て
恒
例
の
懇
親
会
が
開
催

彦
、
尾
井
秀
子
、
久
保
三
朗

、

小
須
田
喜
夫
、
さ
れ
た
。

榊
田
検
二
、
阪
下
悦
子
、
桜
井
仁
、
鴫
原
義
△
新
役
員
は
次
の
通
り

昭
、
清
水
国
通
、
野
田
四
郎
、
長
谷
川
耕
司
、
支
部
長
（
岡
田
光
行
）
、
副
支
部
長
（
進

羽
根
田
二
郎
、
牧
田
吉
明
、
水
科
行
雄
、
山
藤
昭
）、
常
務
委
員

（佐
藤
兼
治
、
佐
々
木

川
力
、
山
下
静
江
、
横
内
泰
美
民
秀
）
、
委
員

（北
林
嘉
鶴
子
、
佐
藤
昭
義
、

（水
科
行
雄
）

高
橋
守
、
宮
田
菊
雄
、
鈴
木
要
三
）
、
監
事

△
△
△

（
藤
原
健
、
打
矢
道
雄
）

富
山
支
部

一
九
九
0
年
九
月
二
十
日
か
ら
十
月
三
日

に
わ
た
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
会
運
営
の

活
性
化
を
計
る
た
め
、
若
林
支
部
長
を
団
長

に
、
会
員
七
名
で
西
部
プ
ー
タ
ン
、
チ
ョ
モ

ラ
リ
ー
コ
ー
ス
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
た
。

空
路
パ
ロ
入
り
し

、

パ
ロ
川
に
添
っ
て
北

上
し
、
黄
金
に
ゆ
れ
る
稲
作
帯
を
、
ド
ゲ
ル

ゾ
ー

ン
に
向
う
。

車
は
こ
こ
ま
で
で
、
ポ
ー

タ
ー

の
い
な
い
プ
ー

タ
ン
で
は
、
装
備
の
輸

送
は
馬
に
願
う
こ
と
に
な
る
。

ガ
イ
ド
は
政

府
の
公
務
員
で
、
英
語
を
話
し
、
馬
方
を
は

じ
め
と
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
サ
ポ
ー

ト

や
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
入
国
か
ら

出
国
ま
で
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
。

遊
牧
の
国
プ
ー

タ
ン
で
は
食
糧
事
情
が
た

い
へ
ん
よ
く
、
酪
農
国
な
ら
で
は
の
献
立
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。

パ
ロ
か
ら
十
七
キ
ロ
話
で

シ
ャ
ナ
サ
ン
ボ
に
培
く
。

モ
ン
ス
ー
ン
の
パ

ロ
川
は
水
量
も
多
く
、
路
は
ぬ
か
る
み
、
さ

ら
に
は
馬
脚
に
よ
る
耕
転
で
痛
み
が
ひ
ど

プ
ー

タ
ン
ヒ
マ
ラ
ヤ

・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

な
お
、
こ
の
日
は
春
山
支
部
山
行
と
し
て
、

地
元
三
大
薬
師
の
―
つ
で
あ
る
山
谷
薬
師
に

登
り
、
翌
十
四
日

、

も
う
一
っ
計
画
さ
れ
た

仙
岩
峠
真
上
の
貝
吹
岳
を
岩
手
側
か
ら
全

ル
ー
ト
残
雪
を
跨
ん
で
登
っ
た
。

（佐
々
木
民
秀
）

く
、
み
る
間
に
下
半
身
が
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
色

に
変
色
す
る
。

さ
ら
に
四
十
一
＃
、
標
高
四
二
0
0
材
の

こ
こ
パ
ロ
河
の
源
流
ま
で
急
流
を
へ
つ
り
、

急
崖
を
高
巻
き
し
な
が
ら
暗
い
針
葉
樹
林
帯

を
抜
け
、
途
中
ソ
イ
タ
ン
タ
ン
カ
を
経
て
ニ

日
問
、
ジ
ャ
ン
ゴ
タ
ン
に
着
く
。

石
積
み
の

小
屋
を
配
し
た
広
い
草
原
は
、
チ
ョ
モ
ラ
ー

リ

（七
三
一
四
計
）、
ジ
チ
ュ
ダ
ケ
（
七
〇

ー
ニ
財
）
の
B

.

C

の
位
遣
に
あ
り
、
す
ぐ

近
く
に
モ
レ
ー
ン
が
あ
る
。

ゾ
ン
跡
は
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
侵
攻
に
備
え

た
と
言
わ
れ
、
未
だ
に
開
放
さ
れ
な
い
国
境

の
山
に
対
す
る
政
府
の
慎
重
さ
が
伺
わ
れ
る

よ
う
だ
。

こ
こ
で
馬
か
ら
ヤ
ク
に
交
替
し
二

）

レ
ラ

（峠
）
四
八
0
0
状
に
向
う
、
堆
積
岩

1
4

屑
に
覆
わ
れ
た
峠
は
無
毛
帯
で
、
石
積
み
は
（

た
め
く
タ
ル
チ
ョ
が
私
達
を
迎
え
て
く
れ

た
。

ニ
レ
峰
か
ら
派
生
す
る
尾
根
を
下
る
こ

と
約
十
五
討
”
吹
標
高
四
二
0
0
似
の
リ
ュ

ジ
ゾ
ー
ン
は
、
今
回
の
ル
ー
ト
で
は
最
北
端

で
深
い
谷
の
出
会
で
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ナ
ナ

カ
マ
ド
、
ハ
ン
ノ
木
な
ど
、
北
ア
ル
プ
ス
で

馴
染
み
の
灌
木
が
群
落
し
、

彩
り
を
添
え
て

秋
を
感
じ
さ
せ
る
。

ル
ー

ト
を
南
に
と
り
、
ヤ
レ
山
群
（五
〇

O
O
S

五
七
0
0
状
）
の
ヤ
レ
ラ
に
向
う
。

途
中
遊
牧
民
が
パ
オ
か
ら
出
て
見
送
っ
て
く

れ
る
。

プ
ー
タ
ン
は
雪
線
以
上
は
す
べ
て
放

牧
地
で
あ
り
、
そ
の
た
め
生
水
は
飲
料
に
適

さ
ず
、
水
生
動
植
物
は
貧
弱
で
あ
る。



ャ
レ
ラ

（四
九
O
O
M
)
を
越
え
る
と
テ

イ
ン
プ
ー
川
は
狭
谷
化
し
、
黒
部
峡
谷
を
思

わ
す
ゴ
ル
ジ
ュ
帯
が
続
く
、
氷
河
か
ら
の
水

は
谷
に
霧
を
発
生
さ
せ
、
緑
濃
い
森
林
が
峡

谷
を
覆
っ

て
い
る
。

樹
木
は
サ
ル
オ
ガ
セ
に

覆
わ
れ
異
様
で
あ
る
。

自
然
保
護
か
経
済

か
、

手
を
加
え
な
い
路
は
、
延
々
と
続
く
迂

回
路
と
、
高
々
と
延
び
る
窃
巻
路
を
つ
く

り
、
ぐ
ち
り
な
が
ら

ー
ニ
〇
キ
ロ
妍
のト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
終
え
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
に
着
い

た
。
（

太
田
昭

）

三
水
会
現
地
集
会

＿御
正
体
山
と
石
割
山

道
志
村
は
国
道
四

一
三
号
に
沿
っ
た
峡
谷

に
、
延
々
三
0
討

（七
里
十
八
丁
）
展
開
す

る
山
村
で
あ
る
。

西
は
山
伏
峠
で
山
中
湖
と

区
分
さ
れ
て
い
る
。

南
側
は
山
伏
峠
ー

石
保

叩
土
山
1

菰
釣
山
1

城
ヶ

尾
山
ー

大
室
山
に
至

る
丹
沢
の
連
山
に
よ
り
、
北
側
は
岩
道
峠
か

認物便
ら
赤
鞍
岳
ー
菜
畑
山
ー
今
倉
山
ー
道
坂
峠
ー

郵種
御
正
体
山

ー

（
山
伏
峠）
ー石
割
山
に
至
る
道

志
連
山
に
よ
り
挟
ま
れ
た
細
長
い
山
里
で
あ

三第
( 

O

る
。

御
正
体
山
は
信
仰
の
山
で
あ
り
大
き
な

2
 

0

山
容
を
持
っ
て
い
る
。

南
の
山
裾
に
は
長
又

ー
と

白
井
平
の
集
落
が
あ
り
、
道
志
村
の
最
奥

, 
の
集
落
で
、
道
志
川
の
源
頭
地
帯
で
あ
る。

, • 

道
志
川
の
水
は
、
赤
道
越
の
水
と言
わ
れ
、

3
 

5
 

5
 

横
浜
水
道
の
水
源
。

今
回
は
御
正
体
山
に
変
わ
っ
た
コ
ー
ス
か

山

二
時
二
十
分
山
頂
に
至
り
全
員
で
乾
杯
を

し
て
、
白
井
平
に
向
っ

て
急
降
下
す
る
。

山

頂
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
、
未
だ
プ
ナ
の
芽
は
固

＜
閉
じ
て
い
た
。

丹
沢
山
岳
忍
者
「さ
る

」

の
ご
と
く
平
澤
氏
の
一
団
は
坂
を
駆
け
下
っ

て
ゆ
く
。

坂
の
沢
に
至
り
御
正
体
沢
と
出
会
い
白
井

..

. 

平
に
た
ど
り
つ
く
。

水
セ
リ
や
山
葵
の
生
え

る
道
を
進
む
と
「長
又
」

に
入
る
。

民
宿
中

村
荘
の
池
谷
氏
の
出
迎
え
を
受
け
て
か
ら
ひ

と
風
呂
と
な
る
。

中
村
荘
は
一
切
の
妥
協
を

許
さ
な
い
純
日
本
式
豪
屋
で
檜
、
欅
を
使
っ

て
い
る
。

午
後
六
時
、
山
峡
の
幸
を
使
っ
た
手
作
り

ら
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
月
二
十
七
日
、

午
前
十
時
、
都
留
市
駅
に
集
合
し
車
で
道
坂

峠
（
海
抜
約

一
0
0
0
訳
）
に
向
う
。

旧
ト

ン
ネ
ル
に
下
車
し
、
峠
の
山
神
に
入
山
の
許

し
と
安
全
を
祈
り
、
中
先
生
の
神
酒
を
山
神

に
注
い
で
か
ら
、
全
員
で
体
操
を
し
て
清
澄

な
空
気
で
体
力
調
整
を
行
う
。

十
時
四
十
分

に
植
林
地
の
急
坂
を
登
り
尾
根
に
向
う
。
三

十
分
で
薮
尾
根
に
と
り
つ
き
―
二
0
0
＼

一

三
0
0
状
の
尾
根
を
西
に
向
っ
た
。

こ
の
尾

根
は
登
山
地
図
か
ら
も
れ
た
不
遇
の
尾
根
で

薮
が
売
り
も
の
の
コ
ー
ス
だ
。

午
後

一
時
半

に
道
志
か
ら
の
正
規
登
山
道
に
合
流
し
、
御

正
体
の
肩
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
五
十
分
の
急

登
と
な
る
。
口
か
ら
上
は
、
プ
ナ
林
の
急
尾

根
と
な
り
、
三
十
度
以
上
の
急
な
稜
線
と
な

る
。

評
譜
員
会

四
月
十
八
日
十
七
時

三
十
分
＼

場
所
本
会
会
議
室

出
席
者

山
田
会
長
、

藤
平
副
会
長
、
鴫原
、

料
理
を
俎
に
し
て
山
宴
が
始
ま
る
。

多
士

済
々
の
宴
は
夜
半
に
及
び
、
甲
斐
の
七
賢
を

一
斗
余
升
、
ビ
ー
ル
百
本
を
飲
み
干
し
た。

二
十
八
日
は
快
晴
、
村
里
は
椿
、
梅
、
桜
、

山
吹
が

一斉
に
花
宴
を
開
い
て
い
た
。

山
伏

峠
に
至
る
と
野
焼
の
煙
の
上
方
に
白
雪
の
富

士
山
が
く
っ
き
り
と
展
開
し
て
い
た
。

峠
か

ら
石
割
山
に
向
う
と
美
し
い
林
相
が
続
き
、

小
鳥
達
の
さ
え
ず
り
を
録
音
で
も
し
て
い
る

よ
う
に
バ
イ
ケ
イ
草
が
耳
を
そ
ば
立
て
て
い

こ
。t
 石

割
山
頂
で
昼
食
を
兼
た
毒
舌
会
を
持

ち
、
笹
道
を
急
降
下
し
、
石
割
権
現
に
至
り
、

狭
い
割
目
を
通
り
岩
清
水
を
拝
飲
し
心
身
の

••• 

健
康
を
祈
っ
た
。

午
後
三
時
臥
牛
湖
平
野
に

至
り
解
散
と
な
っ
た
。

〔参
加
者
〕
荒
木
正
弘
、
池
田
和
美
、
岩
堀

瑞
子
、
小
川
光
則
、
尾
身
茂
、
木
村
俊
博
、

菊
地
文
雄
、
河
野
之
保
、
斉
藤
俎
治
、
斉
藤

桂
、
酒
匂
輝
昌
、
佐
藤
芝
明
、
遠
田
栄
、
遠

田
篤
子
、
富
田
郁
夫
、
高
田
真
哉
、
中
保
、

橋
本
雅
子
、
鳩
谷
貴
雄
、
樋
口
公
臣
、
平
井

拓
雄
、
平
野
武
利
、
平
澤
哲
臣
、
山
村
正
光
、

横
溝
修
一
、
吉
武
玲
子
（

佐
藤
芝
明
）

小
倉
、
橋
本
、
平
林
、
大
島
各
常
任
評
議
貝
、

大
塚
、
日
下
田
、
川
上
、
吉
村
、
沢
村
、
室

賀
、
河
野
の
各
評
議
員
、
松
田
、
藤
井
の
各

理
事

理
事〔

委
任
出
席〕
村
木
副
会
長
、
杉
野
目
、
山

野
井
、
佐
藤
、
今
西
の
各
評
議
貝

議
事

m
役
員
候
補
者
推
薦
の
件

本
年
は
役
員
の
改
選
期
に
当
た
る
の
で、

細
則
第
七
＼
八
条
に
も
と
ず
き
、
再
任
者
を

除
く
、
副
会
長
一
名
、
理
事
七
名
、
監
専

一

名
の
各
役
員
候
補
者
を
夫
々
選
任
の
上
推
薦

し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
次

の
通
り
候
補
者
と
し
て
惟
薦
す
る
こ
と
を
決

）

め
る
。

1
5

〔
副
会
長〕
松
田
雄
一
、
〔理
事
〕
小
倉
茂
（

暉
、

大
倉
昌
身
、
村
井
龍
一
、
片
岡
泰
彦
、

山
口
俊
輔
、
大
森
弘

一
郎
、
南
川
金
一
、

〔監
事
〕
中
島
伊
平

②
細
則
改
訂
の
件

委
貝
会
組
線
の
見
直
し
に
伴
い
、
細
則
の

第
一
＼
四
条
を
、
ま
た
細
則
の
内
容
が
実
態

に
そ
ぐ
わ
な
い
第
十
＼
十
一
条
、
第
二
十
一

＼

二
十
二
条
（
注
第
十
＼
十
一条
は
削
除
さ

れ
て
い
る
も
の
を
修
正
の
上
復
活
）
も
併
せ

て
改
訂
し
た
い
旨
、
原
案
の
説
明
が
あ
り
、

検
討
の
結
果
、
原
案
通
り
承
認
す
る。

③
通
常
総
会
提
出
議
案
承
認
の
件

定
款
第
三
十
二
条
に
も
と
ず
き
、
理
事
会

が
作
成
し
た
原
案
を
、
評
議
員
会
と
し
て
も



〇

承
認
す
る
こ
と
を
了
承
す
る
。

2
 

0

四
月
理
事
会

1

四
月
十
八
日
十
八
時
四
十
分
＼

, 

場
所
本
会
会
議
室

, . 
5
3
出
席
者

山
田
会
長
、

藤
平
副
会
長

、

松
田
、

5
 
西
村
、
入
沢
、
小
倉
、
穴
田、
石
橋

、

関
口
、

U

縦
田
沢
、

松
本
、
神
崎
、

伊
丹
、

藤
井
の
各

可
理
事
、
橋
本

、

小
倉
、

平
林
、

大
島
の
各
常

任
評
議
員

、

河
野
、

吉
村
両
評
議
員

認物鰈
〔委
任
〕
村
木
副
会
長

、

重
広

、

早
坂
両
理

種
事

、

太
田
、

飯
野
両
監
事
、
鴫
原
常
任
評
議

三ぽ
員譲

事

~
ー
~〇
役
員
改
選
の
件

細
則
第
七
条
、
八
条
に
も
と
ず
き、
評
議

員
会
よ
り
推
薦
の
あ
っ
た
、

副
会
長
一
名
、

理
事
七
名
、
監
事

＿名
の
新
任
者
に
つ
き
、

夫
々
承
認
す
る
。

切
評
議
員
候
補
者
推
胴
の
件

再
任
者
を
除
く
十
名
の
候
補
者
と
し
て
次

の
各
氏
を
推
庫
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
。

西
丸
震
哉

、

村
木
潤
次
郎
、

徳
久
球
雄
、

鈴
木
郭
之
、

国
見
利
夫
、
斉
藤
淳
生
、
湯
浅

道
男
、
田
部
井
淳
子、
廣
江
研
、
西
村
政
晃

③
平
成

一年
度
事
業
報
告
の
件
：
承
認

④
平
成
二
年
度
収
支
決
算
報
告
の
件

収
支
計
算
書

、

正
味
財
産
増
減
計
算
書、

貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
に
つ
き
報
告
あ
り

、

夫
々
承
認
す
る
。

引
き
つ
づ
い
て
ナ
ム
チ
ャ

バ
ル
ワ
偵
察
隊
の
収
支
決
算
報
告
の
説
明
が

あ
り
、

一
四、
七
二
0
、
一
四
六
円
の
支
出
を

以
上
を
以
て
、
既
に
三
月
の
理
事
会
で
承

認
さ
れ
て
い
る
平
成
三
年
度
事
業
計
画
お
よ

び
収
支
予
算
案
を
含
め
、
定
款
第三十
一
条

に
よ
り
通
常
総
会
に
付
議
す
べ
き、
全
議
案

が
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
併
せ
て
確
認
す
る
。

⑧
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山
の
件

五
月

一
日
に
議
定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
る

が
、

議
定
書
に
明
記
さ
れ
る
副
総
隊
長、
登

攀
隊
長
の
氏
名
を
次
の
通
り
決
定
し
た
い
旨

の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
す
る。

副
総
隊
長
1
1
村
木
濶
次
郎
、
登
攀
隊
長1
1

高
見
和
成

⑨
山
研
改
築
の
件

会
報
五
五
0
号
で
設
計
図
を
公
表
し
た
と

こ
ろ
四
名
の
会
員
よ
り
、
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を

承
認
す
る
。

⑤
監
査
報
告

両
監
事
に
よ
り
四
月
十
一
日
行
わ
れ
た
、

監
査
の
結
果
は
、

何
れ
も
正
確
か
つ
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
旨
の
文
書
に
よ
る
報
告
が

行
わ
れ
た
。

矧
細
則
、

支
部
規
定
改
訂
の
件

評
議
員
会
、

支
部
長
会
議
に
お
い
て
夫
々

検
討
さ
れ
た
原
案
に
つ
き
説
明
が
あ
り、
こ

れ
を
以
て
、

総
会
に
付
議
す
る
こ
と
を
了
承

す
る
。

m
平
成
三
年
度
末
滞
納
除
籍
予
定
者
の
件

五
十
二
名
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

が
、
総
会
迄
に
極
力
納
入
し
て
も
ら
う
様
重

ね
て
努
力
す
る
こ
と
と
す
る
。

一頂
い
た
。

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。
④

海
外
（神
崎
）

⑩
H
A
T
I

J

報
告
ヘ

ッ

ク
マ
イ
ヤ
夫
妻
の
歓
迎
会
を
四
月二

四
月
十
六
日
募
金
委
員
会
が
発
足
、
本
格
十
五
日
開
催
の
予
定。

的
募
金
活
動
を
開
始
し
た。
六
月
の
二
＼
九
十
月
十
六
＼
二
十
日
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

月
は

、

清
掃
登
山
週
間
と
し
て
、
H
A
T
I

ミ
ン
グ
、

ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
東
京
大
会
が
日

J

と
し
て
活
動
す
る
の
で
、
各
支
部
で
も
協
山
協
主
催
で
行
わ
れ
る
が

、

本
会
の
協
力
も

力
願
い
た
い
。

（
神
崎
）
お
願
い
し
た
い

。

H
A

T
ー

J

富
山
会
議
を
、
十
一
月
十
一

⑤
資
料
（餓
田
沢
）

日
よ
り
、
富
山
で
開
催
の
予
定。

来
日
さ
れ
談
話
室
内
の
陳
列
棚
が
暗
い
の
で
、

蛍
光

る
各
国
の
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
の
方
々
を
立
山
に
灯
を
設
置
し
た
い
。

‘,'/ 

案
内
し
た
い
。

（
藤
平
）
⑬
そ
の
他
報
告
事
項

6
 

仰
各
委
員
会
報
告

①
三
百
名
山
資
料
刊
行
の
件

①
自
然
保
護
（
松
本
）
刊
行
準
備
は
ほ
ぼ
終
っ
て
い
る
が

、

標
高

（

四
月
五
日
の
「
山
小
屋
に
お
け
る
し
尿
処
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、

六

理
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
反
月三
日
の
国
土
地
理
院
に
よ
る
「
日
本
主
要

響
が
あ
っ
た
。

山
岳
デ
ー
タ
表
」
の
公
表
を
ま
っ

て
、
修
正

自
然
保
護
全
国
集
会
は
、
越
後
支
部
の
協
し
た
上
で
印
刷
に
か
か
り
た
い

。

力
を
得
て
六
月
二
十
九
＼
l
-＿十
日
、

新
発
田
②
ア
テ
ネ
書
房
よ
り
協
力
依
頼
の
件

市
で
実
施
の
予
定。
「

ケ
ル
ン
」

の
覆
刻
版
刊
行
に
伴
う
記
念

②
総
務
（藤
井
）
出
版
と
し
て
「
日
本
人
に
よ
る
八

0
0
0
:
:
a

四
月
十
四
日
、
新
入
会
員
歓
迎
さ
く
ら
ハ
峰
の
登
頂
」
を
出
版
す
る
計
画
が
あ
り

、

文

イ
ク
を
岩
殿
山
で
行
っ
た
。

献
調
査
で
協
力
し
て
欲
し
い
旨
の
依
頼
が

柴
田
篤
志
会
員
の
好
意
で
、
会
議
テー
プ
あ
っ
た
の
で
協
力
す
る
こ
と
に
し
度
い。

ル
が
寄
贈
さ
れ
る
の
を
機
に
、
ル
ー
ム
の
レ
③
T
h
r

M
o
u
n
t
a
i
n
 
S
u
m
m
i
t
'9
1
 in
 

イ
ア
ウ
ト
変
更
を
検
討
し
た
い
。

T
o
k
y
oの
件

③
山
研
（石
橋
）
五
月
七

S

十
日
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

四
月
二
十
七
日
開
所
予
定
。

二
で
開
催
さ
れ
る。

間
唱
残
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4

月

............ 
会
員
異
動

•••••••••••• 退
会

佐
藤
邦
彦
（
六
八
二
二
）

2
5日

2
6日

4

月

来
室
者
4
1
2
名

2
3日

2
4日

2
2日

1
8日

1
9日

1
7日

1
6日

1
1日

1
5日

1
0日

8

日

1

日

総
務
委
員
会

清
掃
登
山
打
合
せ
｀
自
然
保

護青
年
部
、
指
導
委
員
会
、

集

会
委
員
会

監
査

、

学
生
部

総
務
委
員
会

、

清
掃
登
山
打

合
わ
せ

資
料
委
員
会

、

自
然
保
護
委

員
会

常
任
評
議
員
会
、
山
研
委
員

会
、
三
水
会

評
議
員
会
、
理
事
会

図
書
委
員
会

、

科
学
研
究
委

員
会

総
務
委
員
会
、
フ
ィ
ル
ム
委

員
会

自
然
保
護
委
員
会

山
研
、
総
務

、

集
会
、
学
生

部女
性
懇
談
会

山
研
委
員
会
、
ア
ル
パ
イ
ン

ス
キ
ー

(4 月 ）

＠
東
海
支
部
創
立
三
0
周
年

記
念
出
版
の
ご
案
内

含 3234-8859

しもこ
ておの
い知電
まら話
すせで

岡
田
隆
（
八
五
七

三
）

山
川
国
雄
（
三
八
九
四
）

林
清
（
六
四
一
八
）

園
田
道
子

(
-0
二
四
二
）

物
故

小
林
重
吉
（

一
七
四
四
）

4

．

4

フ
ァ
ン

・

ソ
ペ
ー
ニ
ャ
（
六

0
四
―
-
）3

 
2
 

4
.
 

中
村
賢
一

＿
（
六
六
七
一
）
9
0．
1
1.
2
3

一
万
円
ー

タ
カ
イ
ケ
ヨ
シ
コ

、

ア
ゼ
カ
ワ

カ
ズ
ヒ
コ
。

五
千
円
ー

山
本
宗
彦
。

五
月
二
日
現
在
累
計
四
＝
一
九
名
、
累
計
金

額
五

、

七
八
七

、

三
四
0
円
。

こ
の
た
び
支
部
創
立
一
―-0
周
年
を
記
念

し
、
左
記
の
図
書
を
出
版
し
ま
し
た
。

入
手

希
望
の
方
は
書
面
で
、
日
本
山
岳
会
東
海
支

部
事
務
局
（
〒
四
六
0
名
古
屋
市
中
区
橘

一

ー

ニ
七
I

八
向
尾
上
機
械
気
付
）
宛
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

タ
ン
ポ
チ
ェ
僧
院
再
建
協
力

募
金
者
ご
芳
名

『
名
古
屋
か
ら
の
山
な
み
』

中
日
新
聞
社
発
行
、
A
5

判
、
約
―

＿九
〇

頁
（
カ
ラ
ー
写
真
一
六
頁
）

、

定
価
二
0
0

0
円
（
会
員
領
価

一
六
0
0
円
送
料
別
）

名
古
屋
の
東
山
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
を
基
点
と

し
て

、

展
望
で
き
る
山
な
ど
一

―
一
座
の
紹

介
。

支
部
員
四
五
人
が
執
筆
を
担
当
し

、

そ

れ
ぞ
れ
の
山
の
思
い
入
れ
を

、

登
攀
記

、

紀

行
、

随
想
な
ど
で
綴
っ
た
も
の
。

ほ
か
に
展

望
解
説

、

東
海
支
部
年
表
な
ど
。

『
東
海
通
信
、
支
部
報
・

復
刻
』

東
海
支
部
発
行
、
B
5

判
、

約
七
六
0
頁

、

領
価
一

＿五
0
0
円
（
送
料
別
）

東
海
支
部
で
は
会
員
相
互
の
連
絡
誌
と
し

て
、

通
信
を

一
＼
一
五
、
支
部
報
を
一
＼
四

五
号
(
-
九
九
0
年
―
二
月
）
ま
で
発
行
し

て
き
ま
し
た
。

記
事
の
中
に
は
君
重
な
記
録

も
多
く

、

こ
れ
ま
で
に
も
度
々
復
刻
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
総
て
を

復
刻
製
本
し
た
も
の
。

一
九
一＿
一
六
年
立
教
大
隊
に
よ
る
ナ
ン
ダ

コ
）

卜
登
頂
に
始
ま
る
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
史
を
回
想
し
将
来
の
環
境
保
全
を
考
え

る
。

日
時

場
所

七
月
十
七
日
（
水
）
十
八
時
＼

帥
星
稜
会
「
星
稜
会
館
」

千
代
田
区

永
田
町
＋
六
ー
ニ
日
比
谷
高
校
内

6
0
-―
―
ー
三五
八
一
ー
五
六
五
0

@
H
A
T
|
J

講
濱
会

回
想
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
現
境
保
護

(18) 



日
本
登
山
医
学
研
究
会
は
日
本
国
内
外
に

お
け
る
登
山
活
動
の
安
全
の
た
め
に
必
要
な

医
学
的
知
見
の
進
展
と
普
及
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

、

人
口
の
高
齢

化
、

科
学
技
術
の
進
歩

、

情
報
化
、
国
際
化

等
々
社
会
構
造
の
変
革
と
と
も
に
益
々
多
様

化
し
て
い
く
登
山
を
踏
ま
え
て
2
1世
紀
医
学

の
登
山
へ
の
導
入
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考

旬
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

会
員
並
び
に
一
般
の
皆
様
方
大
勢
の
ご
参

認物便
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

郵種

会
期

七
月
十
三
日
（
土
）
午
後
一
時

七
月
十
四
日
（
日
）
午
前
九
時
＼

三第
( 

〇

午
後
四
時

2
 

6
0
場
所
北

里
研
究
所
北
里
本
館

1

(〒
1
0
8
東
京
都
港
区
白
金
五
ー

九
ー
一
）

, 
交
通

都
営
バ
ス
渋
谷
東
口
（
田

8
7
)田

, . 

町
行
約

十
五
分
（
北
里
研
究
所
下

3
 

5
 

5
 

車
）
、
営
団
地
下
鉄
日
比
谷
線
広

尾
下
車
徒
歩
八
分

山

＠
第
1
1回
日
本
登
山
医
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
環
境
保
全
」

（映
画
、
ビ
デ
オ
、
ス
ラ
イ
ド
）

司
会

北
村
節
子

講
師

①
堀
田
弥
一

②
今
西
寿
雄
③
高

見
和
成

④
そ
し
て
将
来
大
西
宏

を
中
心
に
パ
ネ
ラ
ー
お
よ
び
参
加
者
全
員

に
よ
る
討
論
。

（
資
料
代
五
0
0
円
）

十
月
十
三
日
（
日
）

ニ
ッ
森

•

ま
た
は
夏
瀬
岳
登
山

会
費

八
五
0
0
円
（
宿
泊
・

雑
費
）

さ
き
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
仔
細
は
左

記
の
通
り
で
す
。

十
月
十
二
日
（
土
）
午
後

白
神
山
麓
八
森
町
集
合
（
五
能
線

八
森
駅
下
車
）

参
加
費

会
員
お
よ
び
一
般
の
方
も
無
料

（
会
場
の
都
合
で
三0
0
名
ま
で
入

場
可
）

特
別
講
濱

-
．
医
学
の
進
歩
が
も
た
ら
す
未
来
社
会
の

諸
問
題
東
大
名
誉
教
授
渥
美
和
彦
先
生

-
「
高
齢
者
登
山
に
つ
い
て

元
昭
和
大
学
藤
が
丘
病
院
長
・

東

大
名
営
教
授
小
林
太
刀
夫
先
生

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

高
所
登
山
に
お
け
る
循
環
動
態

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
m

ン

多
様
化
す
る
登
山
に
対
応
す
る
医
療
は
い

か
に
あ
る
ぺ
き
か

（
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ）

事
務
局

〒
1
0
8
港
区
白
金
五
ー

九
ー

一
北

里
研
究
所
病
院
・

研
究
部
バ
イ

オ
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ボ
内
第

1
1回

日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
係

t
lO
三
ー

三
四
四
四
ー

六
一
六
一

（
内
線
五0
六
0
)

®
女
性
懇
談
会
全
国
集
会

人
員

行
動

集
合

講
師

協
力

宿
泊

期
日

七
月
二
十
日
（
土
）
お
よ
び二
十
一
日

（
日
）

小
荒
井
実
氏
お
よ
び
宅
間
消
子
委
員

福
島
支
部

湯
の
花
温
泉
旅
館
清
瀧

~
o
二
四
一ー
七
八
I

-
＿ニ
―
四

東
武
鉄
道
会
津
高
原
駅

二
十
日
十
時
半
（
ま
た
は
十
六
時
）

二
十
は
バ
ス
に
て
駒
止
湿
原
見
学
。

旅
館
清
瀧
に
て
「
湿
原
と
高
山
植

物
」

講
演
会
お
よ
び
懇
親
会

二
十

一
日
田
代
山
、
帝
釈
山
登
山

（
四
時
間
）
温
泉
入
浴
会
津
高
原

駅三
十
五
名
、
先
若
順

申
込
み
締
切

九
月
五
日
女
性
懇
談
会
宛

申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
九
月
中
旬

頃
返
信
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

男
性
も
歓
迎
し
ま
す
。

白
神
山
地
は
プ
ナ
原
生
林
を
分
断
す
る
林

道
の
問
題
で
関
心
を
集
め
ま
し
た
が
、
人
間

と
自
然
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
集
ま
り
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

秋
田
支
部
佐
々
木
民
秀

6
0
一
八
八
ー
三
四
ー

〇
八
三
六

婦
人
懇
談
会
穴
田
雪

i
I
（
夜
間）

6
0
三
ー
ーニ
九
二
五
ー

五
五
三
三

秋
田
支
部
宮
城
支
部
女
性
懇
談
会

＠
湿
原
と
高
山
植
物
探
索
山
行

科
学
研
究
委
員
会

印
刷
所

平
成
三
年
六
月
二
十
日
発
行

1
0
2東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五

ー

四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所
廷
直
日
本
山
岳
会

発
行
者
山
田

二

郎

編
集
代
表
小
倉
厚

電
話
東
京

（
珈
）四
四
一二
三

振
替
口
座
東
京

三
ー
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
ー
三
ー
六

赤
坂
グ
レ

ー
ス
ビ

ル

株
式
会
社

技
報
堂

■
七
月
一
日
（
月
）
＼
七
日
（
日）
一
―
.

0
0

＼
一
八
・

三
0

（
最
終
日
一
七•
O
O
)

■
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

J
R

有
楽
町
。

地
下
鉄
丸
の
内
線
銀
座
C

4
。

中
央
区
銀
座
四
I
-
0

0( 朝
日
旅

＿9

行
セ
ン
タ
ー

奥
）

1

電

三
五
三
五
ー
七
七
四
0
(

●
油
絵
新
作

一
0
0
号
＼
＝
一
号
約
二0
点
出

品
の
ほ
か
、

ネ
パ
ー

ル
画
集
刊
行
記
念
室

を
併
設
し
ま
す
。

申
込

会
員
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
会
津
高

原
駅
着
時
刻
を
記
し
、
葉
書
で
日
本

山
岳
会
科
学
研
究
委
員
会
ま
で。

申
込
み
締
切
り
期
日

七
月
五
日
ま
で

費
用

一
万
八
千
円
。

非
会
員
は
千
円
増

注
探
索
山
行
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参

加
申
込
者
に
連
絡
の
予
定
。

＠
藤
江
幾
太
郎
・
山
の
画
展
•
第
三六
回
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